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　３月１６日（火）、黒羽支所で「黒羽見守り助け合い隊」発足式が開催されました。黒羽地区内の１３地
区から集まった約８０名の参加者は、ひとり暮らしの方などが地域で安心して暮らせるよう、地域のみんな
で見守り助け合いの心を持って「隊」活動を実践することを確認し合いました。

市民憲章　わたしたちは　きまりを守り　なごやかな家庭をつくり　大田原を住みよいまちにしましょう
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市役所総合案内  　　代 (２３)１１１１
国民の祝日には国旗を掲揚しましょう

国旗セット購入のお問い合わせは
 総務課総務防災係　　(２３)１１１１まで

（見本が総務課総務防災係にあります）

大田原市ホームページアドレス
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

ＱＲコード対
応端末をお持
ちの方はこち
らの画像をご
利用ください

通常業務（平日：月～金曜日）午前８時30分～午後５時15分

あいさつを行う中澤正信（なかざわ しょうしん）総隊長あいさつを行う中澤正信（なかざわ しょうしん）総隊長

レジ袋の削減にご協力を
地球温暖化防止対策の一環として、お買い物の際はエコバッグを
ご持参するなど、レジ袋の削減にご協力をお願いします。
　　生活環境課環境政策係　　　(２３)８７０６

終了時刻が変わりました
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子
ど
も
手
当
支
給

子
ど
も
手
当
支
給

　　　　　　　　支給対象者

中学１年生までのお子さんがいる保護者の方

中学２年生または３年生のお子さんがいる保護
者の方で、小学生以下のお子さんがいる方
中学２年生または３年生のお子さんがいる保護
者の方で、小学生以下のお子さんがいない方
所得制限により児童手当を受給していなかった
保護者の方

児童手当が支給停止となっている方

　　　　　　手続きの内容

手続きは必要ありません。

額改定請求手続きが必要になります。

新たに認定請求手続きが必要になります。

新たに認定請求手続きが必要になります。

支給停止となっている事由を解消してい
ただいてから、新たに認定請求手続きを
していただきます。

有権者数（人）

２９，５９１

３０，３９３

５９，９８４

投票者数（人）

２０，０４１

２１，１５５

４１，１９６

投票率（％）

６７．７３

６９．６０

６８．６８

男

女

計

■問い合わせ
　選挙管理委員会事務局
　　　（２３）８７１５

※ 公務員の方は、勤務先にお問い合わせください。

津久井 富雄  氏
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22
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。
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４
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４
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２
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０
０
円

●
支
給
月

①
平
成
22
年
６
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２
月

　

平
成
22
年
10
・
11
・
12
月
、
平
成
23

　

年
１
月
分

④
平
成
23
年
６
月

　

平
成
23
年
２
・
３
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５
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９
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４
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。
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付
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大田原市長選挙結果大田原市長選挙結果大田原市長選挙結果

【 確定得票 】

　　当選　２４，６４１票　津久井  富雄（60）　無所属

　　　　　１６，１９４票　千 保　一 夫（67）　無所属

投票総数

４１，１９６

有効投票

４０，８３５

無効投票

３６１

無効投票率（％）

０．８８

【 投票状況 】

【 開票状況 】

つ  く  い　 とみお

せんぼ　   かずお

　４月７日の任期満了に伴う大田原市長選挙の投票が３月14日（日）に市内63カ所の投票
所で行われ、即日開票の結果、次のとおり決まりました。



平成22年３月14日執行 大田原市長選挙投票結果（確定）

・最高投票率　86.55％　第60投票区（須賀川集会所）
・最低投票率　58.10％　第37投票区（中の原自治公民館）

 

蛭田下集落センター

片府田生活センター

狭原公民館

湯津上小学校体育館

中の原自治公民館

社会福祉協議会黒羽支所

前田集会所

北野上南区集会所

北滝公会堂

片田集会所

亀久公民館

北区農事集会所

上町公民館

公会堂

余瀬集会所

蜂巣集落センター

桧木沢集落センター

寒井本郷集会所

両郷地区コミュニティセンター

両郷集会所

寺宿集会所

久野又集会所

大輪集会所

川田公民館

黒羽農業構造改善センター

須佐木下組公民館

須賀川下組公民館 

須賀川集会所 

須賀川上組公民館

川上健康増進センター

南方２区公民館

　　　計

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

投　票　区
投　票　所

投票率
(％）

有権者数 投票者数

464

363

569

806

327

953

1,032

490

308

359

301

192

636

1,250

300

385

594

1,013

783

206

326

257

409

144

299

385

302

238

272

214

73

59,984

350

308

423

606

190

757

747

349

250

276

216

161

515

945

222

303

456

607

639

152

245

191

327

108

246

330

246

206

222

184

60

41,196

75.43

84.85

74.34

75.19

58.10

79.43

72.38

71.22

81.17

76.88

71.76

83.85

80.97

75.60

74.00

78.70

76.77

59.92

81.61

73.79

75.15

74.32

79.95

75.00

82.27

85.71

81.46

86.55

81.62

85.98

82.19

68.68

大田原小学校

ふたば記念館（ふたば幼稚園）

大田原東地区公民館

水道庁舎

総合文化会館

勤労青少年ホーム

大田原中学校

勤労者総合福祉センター

加治屋集落センター

明宿自治公民館

岡公民館

松原農村生活センター

市野沢集落センター

羽田小学校

小滝集落センター

古町集落センター

南金丸集落センター

奥沢小学校

倉骨笹原集落センター

親園小学校

南区公民館

親園農村環境改善センター

宇田川小学校

野崎中学校

中薄葉公民館

石上小学校

佐久山地区公民館

福原小学校

藤沢公民館

佐良土多目的交流センター

蛭畑公民館

品川センター

投票率
(％）

1,922

2,487

2,644

1,599

2,695

2,320

4,061

2,318

2,171

2,880

559

546

1,095

1,128

820

926

864

821

1,020

957

621

649

831

1,962

2,485

1,240

1,044

768

607

886

474

334

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

投　票　区

投　票　所番号 番号
有権者数 投票者数

1,318

1,668

1,632

1,056

1,645

1,389

2,388

1,398

1,314

1,885

402

419

752

814

582

655

694

709

810

644

438

496

600

1,244

1,596

775

749

561

443

680

344

259

68.57

67.07

61.72

66.04

61.04

59.87

58.80

60.31

60.53

65.45

71.91

76.74

68.68

72.16

70.98

70.73

80.32

86.36

79.41

67.29

70.53

76.43

72.20

63.40

64.23

62.50

71.74

73.05

72.98

76.75

72.57

77.54
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
２
８
０

億
８
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
予
算
と

比
べ
３
・
６
％
減
の
堅
実
型
予
算
と
な

り
ま
し
た
。
景
気
低
迷
に
よ
る
市
税
な

ど
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
市
民
の
生
命
や
健
康
を

守
る
た
め
の
施
策
、
明
日
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教
育
の
た
め
の
施
策
、
雇
用

創
出
な
ど
の
施
策
に
特
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
の
中
に
は
、
合
併
し
た
自

治
体
に
交
付
さ
れ
る
補
助
金
や
、
有
利

な
長
期
借
入
金
で
あ
る
合
併
特
例
債
14

億
７
６
１
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
積

極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
市
建

設
計
画
に
計
上
さ
れ
た
各
種
の
ハ
ー
ド

事
業
を
着
実
に
推
進
し
、
新
市
の
速
や

か
な
一
体
的
な
発
展
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
社
会
資
本
の
整
備
、
教
育
・
文

化
の
充
実
、
少
子
・
高
齢
化
に
対
応
し

た
総
合
的
な
地
域
福
祉
施
策
な
ど
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

平
成
22
年
度  

大
田
原
市
当
初
予
算
の
概
要

生
命
、健
康
、子
ど
も
、地
域
力
を
柱
に
編
成

生
命
、健
康
、子
ど
も
、地
域
力
を
柱
に
編
成

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
国
の
財
政
改
革
や
景
気
の
動
向
な
ど
、
内
外
の

財
政
状
況
を
考
慮
し
、
健
全
な
自
治
体
経
営
を
図
り
な
が
ら
、
「
新
大
田
原
レ

イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
住
む
人
が
輝
き　

来

る
人
が
や
す
ら
ぐ　

幸
せ
度
の
高
い
ま
ち
」
の
実
現
へ
向
け
て
、
７
項
目
の
基

本
政
策
に
沿
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。

市税

分担金及び負担金

繰入金

使用料及び手数料

その他

地方交付税

市債

　うち合併特例債

国庫支出金

県支出金

地方消費税交付金

その他

100億9,709万円

3億7,968万円

3億   400万円

5億8,562万円

12億9,851万円

126億6,490万円

57億円

33億1,380万円

14億7,610万円

33億   401万円

14億9,229万円

7億9,500万円

8億1,000万円

154億1,510万円

280億8,000万円

皆さんに納めていただく市民税、固定資産
税などの税金です。
他市町村や保育園を利用している方に負担
していただいているものです。
基金（預金）などから一般会計に繰り入れ
るものです。
市営住宅などの使用料や住民票の交付手数
料などです。

前年度からの繰越金や寄附金などです。

行政の自主性と安定性を高めるため、自主
財源の比率は高い方が良いとされています。
全国の市町村が一定の水準を維持できるよ
う、国から交付されます。
多くの資金を必要とする事業に対し、国や
銀行から借り入れます。
合併市町村で借り入れができる有利な借入
金です。

特定の事業に対し国から支出されるものです。

特定の事業に対し県から支出されるものです。

消費税５％のうち１％分が県や市町村に交
付されています。
自動車取得税の交付金やゴルフ場利用税の
交付金などです。

自
主
財
源

依
存
財
源

項　目

計

予算額 財源の説明

一
般
会
計
の
概
要

その他  2.8%
地方消費税交付金  2.8%
県支出金  5.3%

国庫支出金
11.8%

市　債
11.8%

地方交付税
20.3%

その他  4.6%

繰入金  1.1%
分担金及び負担金  1.4%

使用料及び手数料  2.1%

市　税
36.0％依存

財源
54.9%

自主
財源
45.1%

一般会計
当初予算額
280億8,000万円

自主財源と依存財源の内訳

市税の内訳

　市税は、大田原市の歳
入の36.0％を占める貴重
な自主財源です。
　皆さんに納めていただ
いた税金は、市民福祉の
向上や、道路をはじめと
する社会資本の形成の財
源として使われています。

入湯税  0.2%

軽自動車税  1.6%
都市計画税
 3.4%

市たばこ税
4.3%

市民税
39.9%

固定資産税
50.6%

歳入予算の概要



　予算を性質別に分類する
と右図のようになります。
○義務的経費
　人件費、扶助費、公債費
　（返済金）
○投資的経費
　道路や建物の建設費、災
　害復旧費など
○その他の経費
　物件費、繰出金、補助費
　など

市債の残高は、平成20年度までは決算額、21年度は見込額、22年度は当初予算額です。

その他  2.5%
商工費
3.9%消防費

3.9%
農林水産業費
4.1%

衛生費
8.7%

総務費
10.7%

公債費
13.2% 教育費

13.3%

土木費
13.5%

民生費
26.2%

科目別
その他
の経費
43.8%

投資的
経　費
10.9%

義務的
経　費
45.3%性質別

億円

項　目
民　生　費
土　木　費
教　育　費
公　債　費
総　務　費
衛　生　費
農林水産業費
消　防　費
商　工　費
そ　の　他

計

予算額
73億6,405万円
38億   737万円
37億4,141万円
36億9,934万円
30億　 65万円
24億3,519万円
11億4,280万円
11億   902万円
10億9,190万円
6億8,827万円

280億8,000万円

経費の説明
高齢者や幼児、体の弱い人などを援護する福祉の向上のために使います。
道路や橋・河川・公園などを整備したり、区画整理を行うために使います。
小・中学校教育の充実や、文化やスポーツを盛んにするために使います。
学校や道路、市営住宅などをつくるために借りたお金の返済に使います。
市役所の全般的な仕事や税金関係の仕事のほか、戸籍や選挙などに使います。
皆さんの健康増進や、ごみ・し尿を処理するために使います。
農業や畜産業、林業などを盛んにするために使います。
皆さんの生命や身体、財産などを災害から守るために使います。
商業や工業、観光などを盛んにするために使います。
議会費や労働費、災害復旧費などがあります。

特別会計
国民健康保険事業費
下　水　道　事　業
老 　 人 　 保 　 健
農業集落排水事業
介 　 護 　 保 　 険

特別会計
子 育 て 支 援 券
後 期 高 齢 者 医 療
須 賀 川 財 産 区

企業会計
水 　 道 　 事 　 業

当初予算額
78億1,000万円
21億6,200万円

477万円
1億8,050万円
46億9,600万円

当初予算額
2億7,900万円
5億7,660万円

78万円
当初予算額
25億2,274万円

前年比
0.7%減
15.6%減
46.9%減
1.9%減
5.2%増

前年比
10.3%増
7.9%増
4.0%増
前年比
12.4%減

200

220

240

260

280

300

320

340

市債残高

当初予算額

13年度
234.4億円
255.1億円

14年度
238.7億円
273.4億円

15年度
246.6億円
257.6億円

16年度
249.4億円
266.9億円

17年度
259.1億円
255.8億円

18年度
292.8億円
285.2億円

19年度
302.2億円
279.8億円

20年度
307.0億円
274.2億円

21年度
330.0億円
291.3億円

22年度
331.4億円
280.8億円

市 債 残 高
当初予算額

歳出予算の概要

一般会計の当初予算額と市債残高の推移

歳出予算の科目別内訳

特
別
会
計

企
業
会
計

総　　合

平成22年４月１日号5



　

合
併
し
た
市
町
村
で
借
入
で
き
る
有

利
な
地
方
債
（
※
）
で
あ
る
合
併
特
例

債
を
積
極
的
に
活
用
し
、
市
内
全
域
で

道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
次
の
事

業
で
合
併
特
例
債
を
活
用
し
ま
す
。

※

「
地
方
債
」
と
は
、
多
額
の
費
用
を

　

要
す
る
事
業
の
た
め
の
長
期
借
入
金

　

で
す
。
そ
の
う
ち
「
合
併
特
例
債
」

　

は
、
借
入
で
き
る
割
合
が
高
い
こ
と

　

と
、
返
済
に
つ
い
て
国
の
財
政
支
援

　

措
置
が
あ
る
大
変
有
利
な
地
方
債
で

　

す
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
財

政
健
全
化
計
画
な
ど
に
基
づ
き
次
の
よ

う
な
項
目
で
経
費
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
以
降
も
、
引
続
き
市
長
・
副
市

長
・
教
育
長
の
給
与
や
、
部
課
長
な
ど

の
管
理
職
手
当
の
削
減
、
職
員
数
の
適

正
な
管
理
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
、
旅

費
・
消
耗
品
な
ど
や
市
単
独
補
助
金
な

ど
の
削
減
、
施
設
管
理
業
務
の
委
託
な

ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
金
利
の
地
方
債
の
公
債
費
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
を
対
象
に
、
平
成

19
年
度
か
ら
３
年
間
、
公
的
資
金
（
財

政
融
資
資
金
、
旧
郵
政
公
社
資
金
、
旧

公
営
企
業
金
融
公
庫
資
金
）
の
補
償
金

免
除
繰
上
償
還
（
※
）
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
は
、
一
般
会
計
と
公
営
企

業
会
計
で
当
制
度
を
活
用
し
、
高
金
利

債
務
の
金
利
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

※

「
繰
上
償
還
」
と
は
、
以
前
に
借
入

　

し
た
地
方
債
（
借
入
金
）
を
予
定
の

　

償
還
期
日
よ
り
早
く
返
済
す
る
こ
と

　

を
意
味
し
ま
す
。
特
に
、
高
い
利
率

　

の
も
の
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
支
払

　

利
息
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

合
併
特
例
債
事
業

経
費
の
節
減
な
ど

公
的
資
金
の
繰
上
償
還

川上南方高齢者ほほえみセンター整備事業債
大田原赤十字病院建設費補助事業債
市道内環状南大通り線ほか６路線の交通安全施設等整備事業債
市道宇田川佐良土線ほか８路線の道路改良事業債
野崎駅周辺地区整備事業債
中心市街地活性化事業債
消防施設整備事業債
黒羽統合中学校整備事業債
学校施設耐震化事業債
須賀川中学校大規模改造事業債
美原公園西原の池跡地整備事業債

合　計

1,940万円
1億9,000万円
7,020万円

2億2,480万円
2,950万円

3億1,800万円
1,680万円

1億3,490万円
3億3,710万円
9,930万円
3,610万円

14億7,610万円

合併特例債事業

項　目

一 般 会 計

簡易水道事業
特 別 会 計
下水道事業
特 別 会 計

水道事業会計

計

平成19～21年度
繰上償還実施額

3億5,265万円

5,798万円

14億1,287万円

9億4,487万円

27億6,837万円

効果額見込
（利子軽減額）

3,939万円

732万円

2億2,758万円

2億8,199万円

5億5,628万円

公的資金の繰上償還

平成22年度
予　算　額

54億1,873万円

1億1,415万円

5億8,067万円

5,684万円

61億7,039万円

平成21年度
予　算　額

55億1,401万円

1億5,715万円

5億9,920万円

5,738万円

63億2,774万円

項　　目
（一般会計）

職員、市長などの
人　件　費

図書館運営費

経 常 経 費
（削減対象額）
補助金など
（　　〃　　）

計

削減額

9,528万円

4,300万円

1,853万円

54万円

1億5,735万円

削減内容

市長等給与５～10％削減
管理職手当８～10％削減
議員報酬２～10％削減

指定管理者制度導入

旅費、消耗品費など
５～10％削減
平成18年度から５か年で
５～10％削減

経費の節減など

４月に開校する
黒羽統合中学校

中心市街地活性化
事業を展開する中
央通り

総　　合
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○
市
民
大
学
の
開
催
（
一
般
教
養
や
現

　

代
的
話
題
な
ど
）

○
公
民
館
事
業
、
高
齢
者
学
級
、
女
性

　

セ
ミ
ナ
ー
、
家
庭
教
育
学
級
な
ど
の

　

開
催

○
講
師
の
配
置
事
業
（
算
数
・
数
学
科

　

目
で
の
学
力
差
解
消
の
た
め
の
講
師
、

　

小
学
４
年
生
30
人
以
上
学
級
の
補
助

　

教
員
に
よ
る
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）

○
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
（
耐
震

　

診
断
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
）

○
小
中
学
校
米
飯
給
食
推
進
事
業
（
炊

　

飯
加
工
賃
の
補
助
）

○
小
中
学
校
児
童
生
徒
給
食
費
助
成
事

　

業
（
学
校
給
食
費
の
値
下
げ
）

○
須
賀
川
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

　

（
須
賀
川
小
学
校
と
し
て
活
用
）

○
美
原
公
園
西
原
の
池
跡
地
整
備
事
業

○
全
国
青
少
年
ア

　

ウ
ト
ド
ア
綱
引

　

競
技
大
会
の
開

　

催
○
青
少
年
交
流
事

　

業
（
米
国
ウ
エ

　

ス
ト
コ
ビ
ナ
市
、

　

英
国
セ
ン
ト
ア

　

ン
ド
リ
ュ
ー
ス

　

と
の
中
高
生
海

　

外
体
験
事
業
）

○
大
田
原
赤
十
字
病

　

院
施
設
整
備
費
補

　

助
事
業

○
お
笑
い
健
康
づ
く

　

り
推
進
事
業
（
お

　

笑
い
講
座
、
お
笑

　

い
ラ
イ
ブ
な
ど
の

　

開
催
）

○
す
こ
や
か
子
宝
祝

　

金
、
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
（
対
象

　

を
中
学
３
年
生
ま
で
）

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

　

チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

　

種
事
業

○
つ
ど
い
の
広
場
、
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

○
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

○
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
整
備
事

　

業
（
黒
羽
、
川
上
南
方
地
区
）

○
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

　

費
補
助
事
業

○
ご
み
袋
有
料
化
に
向
け
た
周
知
活
動

○
資
源
ご
み
回
収
団
体
へ
の
報
償
制
度

○
飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
避
妊
手
術
費
補

　

助
事
業

○
中
田
原
霊
園
拡
張
整
備
事
業

○
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

○
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
市
町
村

　

交
付
金
事
業
（
学
習
林
、
健
康
林
、

　

景
観
林
と
し
て
将
来
ま
で
残
し
て
い

　

く
た
め
に
、
明
る
く
安
全
な
里
山
林

　

を
整
備
す
る
）

○
営
農
集
団
共
同
利
用
機
械
導
入
事
業

　

費
補
助
事
業

○
乳
牛
、
肉
用
牛
の
導
入
補
助
事
業

○
特
産
地
育
成
事
業
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

　

の
振
興
、
ア
ン
グ
ル
ハ
ウ
ス
や
保
冷

　

庫
の
導
入
補
助
）

○
新
築
住
宅
木
材
需
要
拡
大
補
助
事
業

　

（
八
溝
材
使
用
新
築
住
宅
へ
の
補
助
）

○
中
央
通
り
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

　

発
事
業
費
補
助

○
中
小
企
業
事
業
資
金
貸
付
事
業

○
観
光
推
進
事
業
（
与
一
ま
つ
り
、
天

　

狗
王
国
ま
つ
り
、
紫
陽
花
ま
つ
り
な

　

ど
開
催
費
）

○
都
市
計
画
地
形
図
修
正
事
業

○
市
道
宇
田
川
佐
良
土
線
な
ど
の
市
道

　

整
備
事
業

○
野
崎
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
（
交
流

　

広
場
・
公
園
な
ど
の
整
備
）

○
中
央
通
り
金
燈
籠
地
区
整
備
事
業
（
市

　

街
地
回
遊
路
整
備
、
土
地
区
画
整
理
）

○
大
田
原
市
街
地
地
区
暮
ら
し
・
に
ぎ

　

わ
い
再
生
事
業
（
公
益
施
設
立
案
計

　

画
作
成
な
ど
）

○
市
営
住
宅
天
井
改
修
工
事

○
新
大
田
原
市
上
水
道
10
箇
年
整
備
事
業

○
下
水
道
管
渠
布
設
工
事

○
市
の
管
理
す
る
浄
化
槽
設
置
工
事 

○
防
犯
協
会
、
自
主
防
災
組
織
の
補
助

○
地
域
防
災
計
画
修
正
事
業

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
新
築

　

事
業
（
黒
羽
第
7
分
団
第
3
部
）

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
配
備
事
業

　

（
大
田
原
第
1
分
団
第
3
部
ほ
か
）

○
市
道
内
環
状
南
大
通
り
線
な
ど
の
交

　

差
点
、
路
肩
な
ど
の
改
良
工
事

○
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
（
カ
ー
ブ
ミ

　

ラ
ー
、
区
画
線
な
ど
の
設
置
、
修
繕
）

○
各
自
治
会
へ
の
運
営
費
交
付

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
（
講
座
の

　

開
催
、
女
性
の
海
外
研
修
補
助
、
広

　

報
紙
発
行
）

○
総
合
計
画
基
本
計
画
策
定
事
業
（
後

　

期
計
画
策
定
に
向
け
た
市
民
意
識
調

　

査
の
実
施
）

○
永
年
保
存
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　

化
事
業

○
国
勢
調
査

○
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

○
栃
木
県
議
会
議
員
選
挙

■
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
９
７

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業

７ 

項
目
の
基
本
政
策

明
日
に
伝
え
る

文
化
と
学
び
の
ま
ち
へ

健
康
と
生
き
が
い
に
満
ち
た

福
祉
と
医
療
の
ま
ち
へ

自
然
と
共
生
し
て
い
く
ま
ち
へ

活
力
み
な
ぎ
る

豊
か
な
産
業
の
ま
ち
へ

人
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
へ

安
全
・
安
心
で

市
民
活
動
が
い
き
づ
く
ま
ち
へ

健
全
な
自
治
体
経
営
の
ま
ち
へ

１

２３

４５

６７

お笑い講座お笑い講座

美原公園西原の池美原公園西原の池

き
ょ
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子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
店
は
、
新

た
に
次
の
１
店
舗
が
追
加
と

な
り
、
３
月
17
日
現
在
で
５

３
７
店
舗
と
な
り
ま
し
た
。

●
新
た
な
取
扱
店

【
大
田
原
地
区
】

　

松
本
自
動
車
鈑
金
工
業
（
羽
田
）

●
ご
使
用
上
の
注
意

・
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
は
、
公
共
料
金
の

　

支
払
い
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

　

せ
ん
。
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。

・
旧
金
券
（
５
０
０
円
券
）
は
、
使
用

　

期
限
を
発
行
日
か
ら
１
年
以
内
と
し

　

て
い
ま
し
た
。
暫
定
措
置
と
し
て
、

　

そ
の
使
用
と
換
金
が
で
き
る
よ
う
に

　

し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
利

　

用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
募
集

　

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
加
盟
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
９

　

本
市
の
名
誉
市
民
第
1
号
で
あ
り
、

書
道
界
初
の
文
化
功
労
者
で
も
あ
る
豊

道
春
海
（
ぶ
ん
ど
う
し
ゅ
ん
か
い
）
翁
。

　

２
月
24
日
（
水
）
、
春
海
翁
の
生
誕

の
地
で
あ
る
佐
久
山
地
内
に
顕
彰
碑
が

建
立
さ
れ
、
そ
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
翁
の
孫
、
印
南
溪
峻

（
け
い
し
ゅ
ん
）
氏
を
は
じ
め
、
地
元

や
書
道
協
会
の
関
係
者
な
ど
約
１
３
０

名
が
出
席
。
除
幕
さ
れ
た
碑
に
は
、
翁

の
肖
像
と
書
「
心
花
」
の
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
か
ら
３
月
７
日
（
日
）

ま
で
、
那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
「
書
家　

豊
道
春
海
」

展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
翁
の

書
41
点
の
ほ
か
、

写
真
パ
ネ
ル
、

翁
ゆ
か
り
の
筆
、

硯
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
一
堂
に

集
め
ら
れ
た
作

品
を
鑑
賞
し
よ

う
と
、
大
勢
の
人
が
足
を
運
び
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
政
策
担
当

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
国
民

の
基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が
侵

犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た

め
、
速
や
か
に
適
切
な
措
置
を
採
る
と

と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
に
人
権
擁
護
委

員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

谷
口　

正
夫　

氏

　

（
再
任
・
大
田
原
市
花
園
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　

（
２
３
）
１
１
１
１

●
日　

時　

４
月
18
日
（
日
）
午
前
９

　

時
〜

●
場　

所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
内　

容　

大
抽
選
会

○
対
象　

農
産
物
直
売
所
で
２
０
０
０

　

円
以
上
の
お
買
い
物
を
し
た
方
、
４

　

月
11
日
以
降
道
の
駅
で
買
い
物
を
し

　

て
抽
選
券
を
お
持
ち
の
方

○
賞
品　

特
賞　

玄
米
30
㎏　

５
本
、

　

そ
の
他
豪
華
景
品
多
数
。

※
抽
選
シ
ス
テ
ム
や
抽
選
券
の
入
手
法

　

に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
の
直
売
館
に

　

表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

●
主　

催　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
よ

　

い
ち
産
直
会

■
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　

（
２
３
）
８
６
４
１

　

古
着
・
古
布
な
ど
を
有
効
活
用
し
て
、

履
き
心
地
爽
快
、
最
近
人
気
の
「
布
ぞ

う
り
」
を
手
作
り
し
ま
す
。

●
日　

時　

４
月
25
日
（
日
）
午
前
10

　

時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷　

　

情
報
館
研
修
室

●
定　

員　

15
名

●
参
加
料　

２
５
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

は
さ
み
、
も
の
さ

　

し
、
洗
濯
ば
さ
み
５
個
、
座
布
団
、

　

ぬ
い
針

●
申
込
方
法　

４
月
５
日
（
月
）
か
ら

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
ま
で
電
話
で

　

申
し
込
み
。
先
着
順
で
受
け
付
け
、

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　

（
２
３
）
８
６
４
１

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て

子
育
て
支
援
に
ご
協
力
を

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

オ
ー
プ
ン
６
周
年

よ
い
ち
産
直
会
イ
ベ
ン
ト

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

オ
ー
プ
ン
６
周
年

よ
い
ち
産
直
会
イ
ベ
ン
ト

手
作
り
布
ぞ
う
り
教
室

参
加
者
募
集

手
作
り
布
ぞ
う
り
教
室

参
加
者
募
集

た
に
ぐ
ち　

   

ま
さ 

お

書道の大家  豊道春海翁の
顕彰碑を佐久山に建立
書道の大家  豊道春海翁の
顕彰碑を佐久山に建立

除幕された豊道春海翁の顕彰碑除幕された豊道春海翁の顕彰碑

見学に訪れた地元
佐久山小の児童たち
見学に訪れた地元
佐久山小の児童たち



●
期　

日　

４
月
18
日
（
日
）

※
小
雨
決
行

●
場　

所　

湯
け
む
り
ふ
れ
あ
い
の
丘

●
内　

容　

マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
大
会
、

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
駐
車
場　

湯
津
上
支
所
の
駐
車
場
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
主　

催　

湯
津
上
地
区
天
狗
王
国
ま

　

つ
り
実
行
委
員
会
、
那
珂
川
北
部
漁

　

業
協
同
組
合
湯
津
上
支
部
、
Ｇ
Ｒ
Ｅ

　

Ｅ
Ｎ
‐
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

○
時　

間　

午
前
10
時
30
分
か
ら
受
付
、

　

午
前
11
時
開
始

●
日　

時　

５
月
５
日
（
水
・
祝
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
雨
天
決
行

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘

●
内　

容

・
マ
ス
つ
か
み
ど
り
、
ゲ
ー
ム
大
会
、

　

模
擬
店
、
金
魚
す
く
い
、
歌
の
広
場
、

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
農
産
物
即
売
な
ど
盛

　

り
だ
く
さ
ん

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
応
募
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
者

○
参
加
料　

１
区
画
（
約
４
ｍ
四
方
）

　

１
０
０
０
円

○
そ
の
他　

飲
食
物
は
販
売
禁
止

○
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・

　

電
話
番
号
・
勤
務
先
・
販
売
品
目
な

　

ど
を
記
入
し
、
４
月
19
日
（
月
）
ま

　

で
に
必
着
で
、
ふ
れ
あ
い
の
丘
ま
で

　

郵
送
。
申
し
込
み
は
ハ
ガ
キ
１
枚
に

　

つ
き
１
区
画
ま
で
。

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。
申

　

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
丘

　
　

〒
３
２
４
‐
０
０
２
４

　
　

大
田
原
市
福
原
１
４
１
１
‐
２
２

　
　
　

（
２
８
）
３
１
３
１

●
期　

間

　

４
月
３
日
（
土
）
〜
18
日
（
日
）

●
場
所
と
見
ど
こ
ろ　

期
間
中
、
ボ
ン

　

ボ
リ
や
提
灯
が
飾
ら
れ
、
夜
は
灯
り

　

が
と
も
り
ま
す
。

○
那
珂
川
河
川
公
園
・
桜
の
馬
場

　

（
那
珂
橋
下
流
の
那
珂
川
左
岸
）

・
堤
防
沿
い
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

・
那
珂
川
の
清
流
・
那
須
連
山

・
「
水
の
黒
羽
」
歌
碑
、
彫
刻
シ
ン
ポ

　

ジ
ウ
ム
作
品

○
黒
羽
城
址
公
園

　

（
本
丸
・
芭
蕉
の
広
場
）

・
本
丸
内
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

・
芭
蕉
の
広
場
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

・
芭
蕉
の
館

・
城
址
か
ら
の
那
須
岳
な
ど
の
眺
望

○
そ
の
他
の
見
ど
こ
ろ　

磯
上
の
ヤ
マ

　

ザ
ク
ラ
、
龍
念
寺
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、

　

光
厳
寺
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ　

な
ど

※
開
花
時
期
は
場
所
に
よ
り
異
な
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。
左
記
ま
で
お
問
い

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　

（
５
４
）
１
１
１
０

●
期　

間

　

４
月
３
日
（
土
）
〜
18
日
（
日
）

●
場　

所　

龍
城
公
園
・
龍
頭
公
園

●
内　

容

○
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

期
間
中
の
午
後
６
時
〜
10
時

４／３　18

▲

４／３　18

▲

（
１
３
５
㎏
）

・
大
田
原
屋
台
ま
つ
り

　

４
月
17
日
（
土
）
・
18
日
（
日
）

○
対　

象

　

小
学
６
年
生
以
下

○
定　

員　

１
０
０

　

名
程
度
（
当
日
会

　

場
で
受
付
）

○
放
流
魚　

マ
ス
約

　

１
２
０
０
匹
（
１
３
５
㎏
）

○
参
加
費　

無
料

○
持
参
す
る
も
の　

着
替
え
、
タ
オ
ル
、

　

魚
を
持
ち
帰
る
袋
や
保
冷
箱

○
時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
出
店
方
法
・
出
店
料　

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

　

‐
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
（
グ
リ
ー
ン
ツ
リ
ー
）

　

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

０
９
０
‐
４
６
１
６
‐
３
８
４
８

■
問
い
合
わ
せ

　

湯
津
上
商
工
会

　
　
　

（
９
８
）
２
５
２
７

○
４
月
10
日
（
土
）
・
11
日
（
日
）
の

　

イ
ベ
ン
ト

・
大
抽
選
会
（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
、
地
元
名
産
品
な
ど
）

・
フ
ワ
フ
ワ
人
形
の
設
置

・
塗
り
絵
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
（
参

　

加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

・
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
（
10
日
の
み
）

・
ま
す
つ
り
大
会
（
11
日
の
み
、
龍
城

　

公
園
下
の
蛇
尾
川
河
川
敷
）

○
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
下
町
花
祭
り

　

４
月
８
日
（
木
）

・
大
田
原
屋
台
ま
つ
り

　

４
月
17
日
（
土
）
・
18
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　

（
５
４
）
１
１
１
０

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
大
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

４／３　18

▲

４／３　18

▲

イベント特集

平成22年４月１日号9

こ
う　

ご
ん

い
そ　

が
み



　

市
で
は
、
水
環
境
、
生
活
環
境
の
保

全
や
、
公
衆
衛
生
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
市
が
個
別
に
浄
化
槽
を
設
置
、
維

持
管
理
す
る
「
公
共
設
置
型
浄
化
槽
整

備
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
浄
化
槽
の
設
置
を
希
望

す
る
方
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
事
業
の
対
象

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
事
業

　

の
整
備
・
計
画
区
域
以
外
に
あ
る
、

　

一
般
住
宅
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
分
担
金

　

こ
の
事
業
で
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場

　

合
は
、
分
担
金
（
工
事
費
の
一
部
）

　

を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
付

　

さ
れ
た
分
担
金
は
建
設
費
と
し
て
全

　

額
使
用
し
ま
す
。

〈
分
担
金
額
〉
５
〜
10
人
槽　

10
万
円

※
11
〜
50
人
槽
は
別
途
。

●
工
事
の
負
担
区
分

・
市
負
担　

浄
化
槽
本
体
設
置
工
事

・
個
人
負
担　

敷
地
内
の
配
管
工
事
、

　

ト
イ
レ
な
ど
の
設
置
・
改
修
工
事
、

　

浄
化
槽
設
置
時
の
特
殊
工
事
（
駐
車

　

場
仕
様
工
事
・
ピ
ッ
ト
工
事
・
放
流

　

ポ
ン
プ
設
置
・
敷
地
内
処
理
装
置
工

　

事
な
ど
）

●
浄
化
槽
の
使
用
料

　

本
事
業
で
設
置
し
た
浄
化
槽
を
使
用

　

す
る
際
に
は
、
使
用
料
を
納
付
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
使
用

　

料
は
す
べ
て
浄
化
槽
の
維
持
管
理
費

　

や
水
質
検
査
手
数
料
に
使
用
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課

　
　
　

（
２
３
）
８
７
１
２

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、
法
律

上
「
浄
化
槽
管
理
者
」
と
し
て
、
毎
年

１
回
の
定
期
検
査
（
水
質
検
査
）
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
保
守
点
検
や
清
掃
（
汚

泥
の
く
み
取
り
な
ど
）
と
は
別
に
、
浄
化

槽
か
ら
き
れ
い
な
処
理
水
が
放
流
さ
れ
て

い
る
か
確
認
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

　

美
し
い
河
川
や
豊
か
な
環
境
づ
く
り

に
ご
理
解
の
う
え
、
年
１
回
の
定
期
検

査
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
定
期
検
査
の
申
し
込
み

　

次
の
い
ず
れ
か
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
保
守
点
検
を
委
託
し
て
い
る
業
者

・
（
社
）
栃
木
県
浄
化
槽
協
会

　
　

０
２
８
‐
６
３
３
‐
１
６
５
０

●
検
査
料
金

　

栃
木
県
内
一
律
、
１
回
３
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課

　
　
　

（
２
３
）
８
７
１
２

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環

と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
積
極

的
に
支
援
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る

方
に
対
し
設
置
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

４
月
８
日
（
木
）
〜
21
日
（
水
）

　

土
日
・
祝
日
を
除
く

●
受
付
場
所

　

市
役
所
２
階　

生
活
環
境
課

●
申
し
込
み
の
で
き
る
方

・
自
ら
居
住
す
る
か
ま
た
は
居
住
し
よ

　

う
と
す
る
市
内
の
住
宅
お
よ
び
市
内

　

の
事
業
所
な
ど
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

　

テ
ム
を
設
置
す
る
方
。

・
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
方
式
で
連
携

　

し
、
最
大
出
力
が
10
Kw
未
満
の
太
陽

　

光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

・
交
付
決
定
後
に
工
事
を
着
工
し
、
平

　

成
22
年
度
内
（
平
成
23
年
３
月
末
ま

　

で
）
に
設
置
で
き
る
方
。

※
既
に
工
事
着
工
、
設
置
又
は
補
助
金

　

交
付
決
定
前
に
工
事
着
工
さ
れ
て
し

　

ま
う
方
は
補
助
金
交
付
対
象
外
と
な

　

り
ま
す
。

●
申
込
方
法

・
受
付
期
間
内
に
生
活
環
境
課
に
あ
る

　

「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
予
定

　

調
書
兼
抽
選
会
申
込
書
」
に
必
要
事

　

項
を
記
載
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み
を
す
る
と
き
に
は
、
認
印

　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
代
理
人
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
は
、

　

必
ず
委
任
状
（
任
意
様
式
）
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
の
額

　

１
Kw
あ
た
り
３
万
円
（
限
度
額
12
万

　

円
）

●
そ
の
他

・
申
し
込
み
が
予
定
数
を
超
え
た
場
合

　

に
は
、
抽
選
会
を
実
施
し
て
申
請
者

　

を
決
定
い
た
し
ま
す
。

・
抽
選
会
の
日
程
な
ど
は
、
申
込
時
に

　

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
政
策
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
６

公
共
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事
業
で

浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
方
へ

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ

年
１
回
の
定
期
検
査（
水
質
検
査
）

を
受
け
ま
し
ょ
う

平
成
22
年
度

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

申
込
受
付

 

５人槽

７人槽

10人槽

　

3,045円

3,150円

3,255円

　

3,885円

4,515円

5,775円

浄化槽の使用料（月額）

春の交通安全県民総ぐるみ運動

４月６日（火）～15日（木）
●運動の基本
「子どもと高齢者の交通事故防止」
●運動の重点
①全ての座席のシートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用の徹底
②自転車の安全利用の推進
③飲酒運転の根絶

●期　間（10日間）

～マナーアップ！あなたが主役です～

お知らせ

平成22年４月１日号 10

初年度 ２年目
以降人槽別



　

狂
犬
病
は
、
人
に
感
染
し
発
病
す
る

と
１
０
０
％
死
亡
し
、
治
療
法
が
な
い

恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。

　

犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
生
後
91
日
以
上
経
過
し
た
犬

に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
下
表
の
日
程
で
狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
会
場
、
ま
た
は
、
都
合
の
よ
い

会
場
で
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
間
中
に
都
合
が
悪
い
、
犬

の
体
調
が
悪
い
、
治
療
中
な
ど
の
場
合

は
、
動
物
病
院
で
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

犬
の
登
録
を
し
て
い
る
飼
い
主
の
方

に
は
、
「
注
射
案
内
の
は
が
き
」
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
当
日
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
の
新
規
登
録
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
登
録
し
て
い
な
い
犬

の
飼
い
主
の
方
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
料　

金

・
注
射
料
金　

３
３
０
０
円

・
登
録
料
金　

３
０
０
０
円
（
生
涯
に

　

１
度
だ
け
登
録
が
必
要
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
６

　

春
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、

大
型
バ
イ
ク
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
日　

時

　

４
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜

●
行　

程

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
交
通
対
策
係

　
　
　

（
２
３
）
８
８
３
２

交
通
安
全

ハ
ー
レ
ー
パ
レ
ー
ド
開
催

  9:50　道の駅那須与一の郷

  9:53　大豆田交差点　　　

10:00　くらしの館交差点

10:05　堀之内交差点　　　

10:15　ホテル花月交差点　

10:25～10:40
　　　  なかがわ水遊園

10:55　鹿畑交差点

11:05　大田原保健センター前交差点

11:15　稲荷前交差点　　　　

11:20　東武百貨店前交差点　

11:30　大田原保健センター前交差点

11:40　道の駅那須与一の郷

●春の交通安全運動  ハーレーパレード行程●

平
成
22
年
度

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

  9：20～  9：40
10：10～10：40
11：20～11：50
13：10～14：00
14：30～15：00
  9：10～  9：30
  9：55～10：10
10：40～11：10
11：30～11：50
13：10～13：40
14：10～14：25
14：45～15：00
  9：10～  9：40
10：00～10：20
10：40～11：05
11：25～11：50
13：10～13：30
13：50～14：10
14：40～15：00
  9：10～10：00
10：30～11：40
13：20～14：50

羽田公民館
両郷出張所（コミュニティーセンター）
蜂巣集落センター
黒羽支所
旧黒羽川西地区公民館
加治屋集落センター
野崎ニュータウン第３公園
中薄葉公民館
上石上集落センター
ふれあいの丘駐車場
親園南区公民館
親園北区公民館
美原公園南駐車場
勤労者総合福祉センター(浅香3丁目)
大田原東地区公民館
光真寺駐車場
紫塚ニュータウン公民館前公園
明宿公民館（旧地区公民館）
市野沢集落センター
勤労青少年ホーム(美原1丁目)
大田原保健センター
大田原市役所

４月18日
（日）

４月20日
（火）

４月22日
（木）

４月25日
（日）

  9：30～10：10
10：50～11：30
13：10～13：30
14：00～14：20
14：40～15：00
  9：10～  9：30
  9：55～10：15
10：45～11：10
11：30～11：50
13：10～13：35
14：00～14：30
14：45～15：00
  9：30～  9：50
10：20～10：40
11：10～11：30
13：10～13：30
13：55～14：15
14：40～15：00
  9：10～  9：40
10：10～10：40
11：10～11：50
13：10～14：00
14：30～15：00

湯津上小学校
佐良土多目的交流センター
蛭畑倉庫
上蛭田集落センター
倉骨笹原集落センター
片府田生活センター
湯津上農村環境改善センター
片田公民館
狭原公民館
南金丸集落センター
旧ＪＡ金丸支所
上奥沢公民館
須佐木下組公民館
須賀川出張所
須賀川中組公民館
北区集会所(北野上)
桧木沢集落センター
寒井本郷集会所
農村環境改善センター(親園地区公民館)
佐久山地区公民館
野崎研修センター（野崎地区公民館）
金田北地区公民館
金田南地区公民館

４月10日
（土）

４月12日
（月）

４月15日
（木）

４月17日
（土）

期　日 時　間 場　　所 期　日 時　間 場　　所

お知らせ

平成22年４月１日号11

《平成22年度狂犬病予防集合注射日程》



消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

お知らせ

平成22年４月１日号 12

　

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
「
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
名

　

平
成
22
年
度
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養

　

成
講
座

●
目　

的

　

消
費
生
活
の
安
定
・
向
上
の
た
め
、

　

地
域
の
相
談
役
と
し
て
活
躍
で
き
る

　

人
材
を
養
成
す
る
。

●
期　

間

　

５
月
か
ら
11
月
ま
で
の
12
日
間

※
概
ね
月
２
回
、
木
曜
日
、
午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

●
主
催
・
場
所

　

栃
木
県
庁
本
館
会
議
室

●
内　

容

　

消
費
生
活
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
講

　

義
、
実
習
な
ど

●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
消
費
者
活
動
に
関
心
が

　

あ
り
、
８
日
以
上
受
講
で
き
る
方
。

●
募
集
人
数　

２
名

●
受
講
料　

無
料

●
応
募
方
法

　

４
月
15
日
（
木
）

　

ま
で
に
、
生
活
環
境

　

課
ま
で
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
６

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（３月18日現在)

●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ダブルベッドマット、洋服ダンス
　和ダンス、サイドボード、応接セット
　学習机、冷蔵庫
　電子オルガン、エレクトーン
●その他
　室内用ステッパー
　ぜんまい式腕時計
　硬式テニスラケット
　学生服冬用上下

●お母さん・お子さん向け
　乳児用チャイルドシート
　赤ちゃん用階段侵入防止柵
　ベビー服、ベビー用品一式
　子ども服、ジャングルジム
　子ども用マウンテンバイク、バギー
　130㎝男子用衣料品全般
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ダイニングテーブル一式、
　整理ダンス、コーナーソファー
　掃除機、洗濯機、テレビ、電子ピアノ
　ＤＶＤデッキ・プレーヤー
●その他
　大田原女子高校冬用制服上下（11号）
　着物一式、スクーター、自転車
　竹製苗運びかご、大八車・荷車
　米びつ（木製）、マブシ織り具
　農業用手押し式溝切り機

　広告メールやネットサーフィンでたどり着いたサイトで、
無料と書かれた画像や動画をクリックしたり、サイトを開い
たりしただけで、いきなり画面上に「登録完了・○日までに
○万円振り込んでください」などと表示され、料金を請求さ
れるというようなトラブルがあります。
　画面上にはIPアドレスやプロバイダ、期日までに連絡や料
金の振り込みがないと個人情報を調べて訴訟を起こしたり自
宅などに直接回収に行くと書かれていたり、振り込み期限ま
でのカウントダウンがあったり、その画面がパソコンの画面
にはりついて消えないというようなケースもあります。

トラブルを避けるために
・基本的にIPアドレスやプロバイダから利用者が特定された
　り個人情報がわかることはありません。請求があったから
　といって相手にこちらから連絡を取ると、新たな自分の個
　人情報を知らせることになりますので、こちらから連絡を
　取ることは避けましょう。
・有料である事がきちんと記載されていない、または、料金
　について極端にわかりにくいような形でしか記載がないよ
　うな場合には、契約の不成立や無効を主張する事もできる
　と考えられます。あわてて支払いをしたりせず、冷静に判
　断しましょう。
・サイトの中には、アクセスしたりダウンロードしたりする
　ことでウイルスに感染させられてしまうようなものもある
　ので、パソコンにはセキュリティソフトを入れておきま
　しょう。
・見知らぬ所から届く迷惑メールや掲示板上などに張られて
　いるリンク先には安易にアクセスしないようにしましょう。
・トラブルに巻き込まれたときに備え、サイト名やURL、画
　面や利用規約などをデータとして保存・印刷しておきましょう。
　　請求画面などが張り付いて消えないような場合には、ウ
　イルス対策ソフトを利用したり、販売店などに依頼するな
　どして削除してもらう対処法が考えられます。
　　また独立行政法人情報処理推進機構（IPA）のサイト
　http://www.ipa.go.jp/には、画面が消えない状態から復旧
　する手順も掲載されています。
　
　　困ったとき、迷ったときには消費生活センターにご連絡
　ください。

大 田 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー 情 報大 田 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー 情 報

○品物は消費生活センターには置いてありませ
　ん。センターに連絡をいただいた後は、相手
　方を紹介し、個人間のやり取りとなります。
○お互いの話し合いにより、原則として無料で
　受け渡しをお願いします。有料希望は受け付
　けません。
○トラブルを防ぐため、内容変更や結果（成立・
　不成立など）をセンターにご連絡ください。
○連絡がない場合は、登録日から６か月で登録
　抹消いたします。

不用品受け渡しに関する注意事項

■問い合わせ　大田原市消費生活センター（住吉町１-９-３７）　　（２３)６２３６　
　　　　　　　《受付時間》平日  午前９時～正午、午後１時～４時

インターネットトラブル～ワンクリック請求～



　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

に
つ
い
て
、
平
成
22
・
23
年
度
は
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
変
更
内
容

　

な
お
、平
成
21
年
度
に
行
わ
れ
た
保

険
料
の
軽
減
措
置（
所
得
の
低
い
方
に

対
す
る
均
等
割
額
の
９
割
、８
・
５
割
、

５
割
、２
割
軽
減
す
る
措
置
お
よ
び
所

得
割
の
50
％
軽
減
措
置
、並
び
に
、被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
対

す
る
均
等
割
額
の
９
割
軽
減
措
置
）は

平
成
22
年
度
に
お
い
て
も
継
続
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　

０
２
８
（
６
２
７
）
６
８
０
５

　

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

黒
羽
・
湯
津
上
地
区
に
お
け
る
高
齢
者

の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
黒
羽
庁
舎

北
隣
の
社
会
福
祉
協
議
会
黒
羽
事
業
所

と
同
じ
施
設
（
旧
黒
羽
支
所
）
内
へ
移

転
し
ま
し
た
。

　

そ
の
移
転
に
伴
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に
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●配布方法
○自治会加入世帯
　　各地区保健委員を通して配布
○アパートなどの入居世帯
　　管理会社を通して配布
○自治会未加入世帯
　　市役所生活環境課、各支所の窓口で配布

●内容の見直し
○収集日の見直し
　平成21年10月から市内全域において、「分
　別区分」と「収集回数」が統一され、効率
　良く収集を行うため収集日の見直しも行っ
　ておりますので、必ずごみ分別収集カレン
　ダーを確認のうえ、指定日に決められたご
　みステーションに出してください。

●ごみの出し方
　ステーションに出すごみについては、それ

　ぞれの指定ごみ袋に入れ、出したごみに責任
　を持つために、必ず氏名、または屋号やアパ
　ートなどの部屋番号など、ステーション利用
　者同士でごみを出した人がわかるものを記入
　して、指定日の朝（８時30分まで）に出してく
　ださい
■問い合わせ
　生活環境課生活環境係　　（２３）８７０６
　湯津上支所総合窓口課　　（９８）２１１２
　黒羽支所市民福祉課　　　（５４）１１１２

『平成22年度ごみ分別収集カレンダー』を配布しています『平成22年度ごみ分別収集カレンダー』を配布しています
　現在、平成22年度（22年４月～23年３
月）版の「ごみ分別収集カレンダー」を
次のとおり各世帯に配布しています。

黒羽庁舎

[

入 

口]

駐
車
場

東部地域包括支援センター
移転先案内図

「レジ袋無料配布中止」協力店舗の追加
　４月１日より「たいらや大田原店」が協力店舗
に追加されます。
■問い合わせ
　生活環境課環境政策係　（２３）８７０６

※均等割額(37,800円)
　は変わりません。

（表）※大田原西地区 （裏）
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平成
20・21年度

平成
22・23年度

7.14％

7.18％

所得割率

社会福祉
協議会

東部包括
支援センター



３か月～高校３年生
相当年齢対象

大田原市で実施している予防接種一覧

大田原市で実施している
　　　  予防接種
大田原市で実施している
　　　  予防接種

　市では、対象年齢に応じた複数の予防接種を
実施しています。
　接種年齢に初めて該当するお子さんには、個
別に通知をお送りしていますが、通知の有無に
かかわらず、接種年齢になりましたら早めに予

防接種を受けましょう。
　予防接種を受けるときは、親子(母子)健康手
帳を持参し、お子さんの体調の良い時に保護者
同伴で受けてください。
　予防接種についてわからないことがありまし
たら、こども課母子健康係までお気軽にお問い
合わせください。

●なるべく｢望ましい接種年齢｣の間に受けましょう。
●｢未満｣とは、「誕生日の前々日まで」をいいます。
●BCGなど、医療機関によっては実施していない予
　防接種がありますので、医療機関で予防接種を受
　ける(個別接種)時は、事前に連絡をしてから受け
　てください。
●対象年齢内に接種する方の定期接種の費用は、市
　が負担しますので、窓口での支払いはありません。
●６か月以上１歳未満のお子さんで、早産児・低出
　生体重児などに該当し、BCGを生後６か月以内に
　接種できなかったお子さんは、こども課母子健康
　係または市内の医療機関にお問い合わせください。

●三種混合予防接種の初回接種は、１～２回目、２
　～３回目までの間隔を20～56日あけて接種してく
　ださい。次の接種までに56日を過ぎてしまった場
　合は、行政措置の定期外(任意)の予防接種になり、
　接種時に自己負担が生じます。
●２歳以上高校２年生に相当する年齢の方で、過去
　に麻しんにかかったことがなく、麻しん予防接種
　を一度も受けたことがない方は、こども課母子健
　康係または医療機関にご相談ください。
●日本脳炎予防接種について、平成17年５月に厚生
　労働省から市町村に対し、定期予防接種としての
　積極的勧奨を行わないよう勧告がありました。た
　だし、保護者が強く希望する場合は接種が可能です。

■問い合わせ
　こども課母子健康係 　　(２３)８６３４

ＢＣＧ
・かかりつけの医療機関
　に予約し、個別に接種
　してください。
・予診票は各医療機関に
　あります。
・予防接種を受ける時は、
　受け方について事前に
　医療機関に確認し、予
　約してから受けましょ
　う。
・市外の医療機関で接種
　を希望する場合は、事
　前にこども課母子健康
　係へ連絡してください。

２歳以上高校２年生相当の年齢で、過去に一度も麻しん予防接種を受けておらず、
麻しんにもかかったことがない方

個
　
別
　
接
　
種

集
　
団
　
接
　
種

予防接種の種類 望ましい接種年齢 予防接種の受け方

生後３か月～６か月未満

【第１期】生後12か月～24か月未満の
　間に１回
【第２期】５歳以上７歳未満で、小学
　校入学前の１年間に１回
　★幼稚園・保育園などの年長児相当
【第４期】高校３年生相当の期間に１回
　★４～６月の接種が望ましい　　　
　★平成４年４月２日～平成５年４月
　　１日生まれの方で学生ではない方も
　　含む

三種混合
・ジフテリア
・百日せき
・破傷風

生後６か月未満

生後３か月～
90か月未満

麻しん・風しん
　麻しん風しん
　混合ワクチン

予防接種法で定めら
れている接種年齢

同　　左

麻しん
　単抗原ワクチン

ポリオ

二種混合
・ジフテリア
・破傷風

麻しん・風しん
　麻しん風しん
　混合ワクチン

生後３か月～18か月の間に２回

【第２期】小学６年生相当の期間に１回
　★平成10年４月２日～平成11年４月
　　１日生まれの方

【第３期】中学１年生相当の期間に１回
　★平成９年４月２日～平成10年４月
　　１日生まれの方

生後３か月
～90か月未満

同　　左

・大田原東地区公民館な
　どで集団接種します。
・予診票は初回接種対象
　時に個別に郵送します。
　(２回分を一度に送付)

・各小学校・中学校で実
　施します。集団で受け
　られない場合は、かか
　りつけの医療機関で接
　種できます。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

【初回】生後３か月～12か月の間に
　３回
【追加】初回接種３回目が終了して
　から１年～１年半までに１回

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

★１回目の接種から41日以上の間隔
　をあけて２回目を接種。
★市では、４月と10月に集団接種を
　実施しています。

《予防接種に関する注意事項》
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　市では、予防接種法の一部改正により、現行
の幼児の麻しん風しん予防接種に加え、平成20
年度から24年度の５年間に限って、中学１年生
(第３期)および高校３年生(第４期)の年齢に相
当する方を対象として、麻しん風しん混合ワク
チン接種を行います。
　中学１年生については、各中学校で実施しま
すが、各中学校で接種ができなかった場合は、
こども課母子健康係までご連絡ください。
●医療機関での予防接種対象者
　高校３年生相当の年齢の方（平成４年４月２
　日～平成５年４月１日生まれの方）
　★社会人など学生ではない方も含まれます。
　★対象者には個別に通知します。
●実施期間
　４月１日(木)～平成23年３月31日(木)
●実施場所　かかりつけの医療機関
　★事前に電話予約をしてください。
　★市外医療機関でも受けられますが、事前に
　　こども課母子健康係までご相談ください。
●接種内容　麻しん風しん混合ワクチンを１回
　★すでに麻しんまたは風しんにかかった方で
　　も麻しん風しん混合ワクチンまたは単抗原
　　ワクチンの接種ができます。
●費　　用　市内の医療機関で受ける場合は、
　窓口での支払いはありません。(公費負担)

　麻しん(はしか)は、感染力が強いのが特徴です。
　感染後約10日間の潜伏期間を経て、38度の発熱・
せき・鼻水・目の充血など、かぜのような症状が出
ます(カタル期)。
　その後、２～３日の発熱が続き、39度以上の発熱
と発疹が出て、麻しん特有のコプリック斑(口の中
に白いブツブツ)が現れます。
　麻しんを発症すると全身の免疫力が下がるため、
肺炎・中耳炎などの合併症を生じやすく、1000人に
１人程度の割合で、脳炎を起こすことがあります。
　また、合併症が原因で死亡することもあります。
　麻しんの感染予防には、ワクチン接種が有効です
が、過去にワクチンを接種していても、年数が経つ
につれ、麻しんに対する免疫が下がり、麻しんにか
かる場合があります(修飾麻しん)。
　この場合、症状は軽く済みますが、麻しんの感染
源となり、周囲の人にうつす可能性があるため注意
が必要です。
　中学１年生および高校３年生に相当する年齢の方
は、すでに幼児期にワクチン接種を行っていると思
われますが、１回の接種では麻しんに対する免疫が
次第に低下するため、追加接種を行うことで、予防
接種の効果を高めることができます。
　今回実施する予防接種には、麻しん風しん混合ワ
クチンを使用しますので、麻しんと同時に風しんの
免疫をつけることができます。
　麻しんにかからないためにも、早めにワクチンの
接種を受けましよう。

平成23年３月31日までに18歳になる皆さんへ ■問い合わせ　
　こども課母子健康係
　　（２３）８６３４

市内の個別予防接種実施医療機関 14ページの「大田原市で実施している予防接種」
15ページの「麻しん（はしか）の予防接種」共通

●麻しん（はしか）とワクチン接種●

麻しん（はしか）予防接種を受けましょう麻しん（はしか）予防接種を受けましょう

( )
医療機関名 所在地 電話番号

青柳医院
赤羽胃腸科外科肛門科医院
阿部内科
礒外科小児科医院
大田原赤十字病院
鎌田医院
鎌田浅香医院
木戸内科クリニック
高橋医院
高橋外科医院
だいなリハビリクリニック
長嶋医院
那須中央病院

中央2-1-2
城山2-5-29
佐久山2018
浅香3-3711
住吉町2-7-3
薄葉2252-25
浅香3-3578
美原2-2381-153
滝沢355
住吉町1-11-20
紫塚3-2633-10
下石上1246
下石上1453

(22)2122
(23)1131
(28)0053
(22)2601
(23)1122
(29)2055
(22)2703
(20)3200
(28)1151
(22)2624
(20)3102
(29)0050
(29)2121

なす療育園
橋本内科クリニック
藤田医院
増山医院
吉成小児科医院

増山医院

磯　医院
江部医院
車田医院
くろばね齋藤醫院
益子医院
益子クリニック

北金丸2600-7
元町1-2-14
下石上1792-2
小滝1107-6
新富町2-1-22

佐良土861

黒羽向町8
黒羽向町60
大豆田457-24
黒羽田町612
大久保266
黒羽田町827

(20)5100
(22)2220
(29)0010
(22)2336
(22)2412

(98)2008

(54)0020
(54)0013
(54)0062
(54)0031
(59)0835
(54)2727

医療機関名 所在地 電話番号

大 田 原 地 区

湯 津 上 地 区

黒 羽 地 区
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●対象者　平成22年１月１日以降に生まれた　
　３か月以上１歳未満の乳児
●実施場所　かかりつけの医療機関
●接種回数　接種開始月齢が３か月～７か月未満
　⇒初回３回＋追加１回
　接種開始月齢が７か月～１歳未満
　⇒初回２回＋追加１回
　★初回は４～８週間の間隔で接種します｡
　★三種混合予防接種と同時に接種可。
●窓口で支払う自己負担額　１回につき2,000円
　接種費用7,000円のうち、5,000円を市が負担。
●申込方法　必ず、各医療機関に事前に予約を
　してから受診してください。
　★市への申し込みは不要です
　★ワクチンの入手に時間がかかりますので、
　　必ず事前に予約をしてください。
●次の①～④に該当するお子さんは接種を受け
　ることができません
　①明らかに発熱している　　　　　　　　　　
　②ヒブワクチンの成分または破傷風トキソイドで
　　アナフィラキシーを起こしたことがある

　ヘモフィルス・インフルエンザｂ型菌とい
う細菌の略語で、頭文字をとってヒブ  (Hib)  と
呼ばれています。
 名前に「インフルエンザ」という単語が入りま
すが、ヒブは細菌で、冬に流行するインフルエ
ンザウイルスとは別のものです。
　ヒブはヒトからヒトへ飛沫感染し、鼻咽腔
に保菌され、これが原因菌となって細菌性髄
膜炎や肺炎・喉頭蓋炎・敗血症などの重い病
気をひきおこします｡中でも細菌性髄膜炎は予
後が悪く、注意が必要な病気です。

《ヒブ(Hib)とは》 《細菌性髄膜炎とは》《ヒブ(Hib)とは》 《細菌性髄膜炎とは》

■ヒブ(Hib)予防接種に関すること
　こども課母子健康係
　　　（２３）８６３４

３か月以上
１歳未満の
 乳児対象

　細菌が脳に感染する重症の感染症で、日本では年間 600
人前後のお子さんが感染しており、その原因となる細菌の
６割強がヒブです。
　ヒブが原因となる髄膜炎をヒブ髄膜炎といい、多くの場
合、生後３か月から５歳になるまでのお子さんがかかりま
す。特に６か月から１歳未満のお子さんがかかりやすくも
っとも注意が必要です。
　また、ヒブ髄膜炎患者のうち、約５％の方が亡くなり、約
25％の方に重い後遺症（てんかん･難聴･発達障害など）が
残ります。
　予防接種でヒブ髄膜炎からお子さんを守りましょう｡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　③重篤な急性疾患にかかっている
　④医師が接種不適当と判断した場合
●次の①～⑤に該当するお子さんが接種を受け
　る際は医師にご相談ください
　①心臓病、腎臓病、肝臓病、血液などの病気や、
　　発育障害などで治療を受けている
　②予防接種後２日以内に発熱したことがある
　③過去にけいれんやひきつけをおこしたことがある
　④ヒブワクチンの成分などでアレルギーを起こす
　　ことがある
　⑤過去に免疫不全と診断されている
●注意事項
　☆受診時は、必ず親子(母子)健康手帳を持参
　　してください。
　☆ヒブ予防接種は行政措置の法定外(任意)予
　　防接種となりますので、万が一健康被害が
　　起きた場合は「大田原市予防接種事故災害
　　補償規則」に基づき対処いたします。
　☆市外の医療機関で接種を希望する場合は、
　　こども課母子健康係【　(23)8634】へご相
　　談ください。

ヒブ(Hib)予防接種を受けましょう
予防接種費用の一部を助成します
ヒブ(Hib)予防接種を受けましょう
予防接種費用の一部を助成します
※新型インフルエンザの予防接種ではありません

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■肺炎球菌予防接種に関すること
　高齢いきがい課介護予防係
　　　（２３）８９１７

70歳以上
の方対象

肺炎球菌予防接種を受けましょう
予防接種費用の一部を助成します
肺炎球菌予防接種を受けましょう
予防接種費用の一部を助成します
※新型インフルエンザの予防接種ではありません

お知らせ
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●対象者　大田原市民で接種当日70歳以上の方
　※今年度から、過去に肺炎球菌予防接種を受けた
　　方でも、接種してから５年以上経過していれば
　　医師の判断で再接種することができるようにな
　　りました。
●実施場所　かかりつけの医療機関
●窓口で支払う自己負担額　4,000円
　接種費用7,500円のうち､3,500円を市が負担。
●接種方法　①保険証・印鑑を持参のうえ、高

　　齢いきがい課介護予防係または各支所、出
　　張所に直接お申し込みください。その場で
　　肺炎球菌予防接種券を発行します。
　②医療機関に接種日を予約してから受けてく
　　ださい。なお、17ページの一覧に記載され
　　ていない医療機関で受けるときは、予約を
　　する前に、高齢いきがい課介護予防係【　 
　　 (23)8917】までご相談ください。
●接種日に持参するもの　肺炎球菌予防接種券
　と保険証　※予診票は各医療機関にあります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　高齢者のかかる肺炎の多くが、肺炎球菌によるも
のといわれています。
　この肺炎球菌は、80種類以上の型があり、その
中でも感染する機会の多い23種類の型に対して、
ワクチン接種で免疫をつけることができます。
　ただし、肺炎球菌ワクチンですべての肺炎が予
防できるわけではありませんので、日ごろの健康
管理が大切です。

●肺炎球菌予防接種は行政措置による任意の
　予防接種ですので、強制ではありません。
●肺炎球菌予防接種は、行政措置における法
　定外予防接種ですが、国が認めた健康被害
　が起きた時は「大田原市予防接種事故災害
　補償規則」に基づき対処いたします。

ご
注
意
く
だ
さ
い



ヒブ(Hib)予防接種実施医療機関一覧

①ヒブ(Hib)予防接種と肺炎球菌予防接種の両方を実施する医療機関

②ヒブ(Hib)予防接種のみを実施する医療機関

③肺炎球菌予防接種のみを実施する医療機関(市内および近隣市町)

肺炎球菌

医療機関名 所在地 電話番号

青柳医院
阿部内科
礒外科小児科医院
大田原赤十字病院
鎌田医院
鎌田浅香医院
高橋医院
高橋外科医院

中央2-1-2
佐久山2018
浅香3-3711
住吉町2-7-3
薄葉2252-25
浅香3-3578
滝沢355
住吉町1-11-20

(22)2122
(28)0053
(22)2601
(23)1122
(29)2055
(22)2703
(28)1151
(22)2624

長嶋医院
橋本内科クリニック
藤田医院

増山医院

車田医院
くろばね齋藤醫院
益子クリニック

下石上1246
元町1-2-14
下石上1792-2

佐良土861

大豆田457-24
黒羽田町612
黒羽田町827

(29)0050
(22)2220
(29)0010

(98)2008

(54)0062
(54)0031
(54)2727

医療機関名 所在地 電話番号
大 田 原 地 区

湯 津 上 地 区

黒 羽 地 区

医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号
大 田 原 地 区

黒 羽 地 区

那 須 町(市外局番  0287)

那 珂 川 町(市外局番  0287)

矢 板 市(市外局番  0287)

那 須 塩 原 市(市外局番  0287)
赤羽胃腸科外科肛門科医院
池永腎内科クリニック
木戸内科クリニック
国際医療福祉大学クリニック
だいなリハビリクリニック
那須中央病院
増山医院
増山胃腸科クリニック
松井医院
山の手岡くりにっく

磯　医院
江部医院
益子医院

城山2-5-29
町島200-8
美原2-2831-153
北金丸2600-6
紫塚3-2633-10
下石上1453
小滝1107-6
加治屋83-413
城山1-2-3
山の手2-21-10

黒羽向町8
黒羽向町60
大久保266

(23)1131
(24)7070
(20)3200
(24)1001
(20)3102
(29)2121
(22)2336
(23)6321
(22)2067
(20)2251

(54)0020
(54)0013
(59)0835

医療機関名 所在地 電話番号
なす療育園 北金丸2600-7 (20)5100 吉成小児科医院 新富町2-1-22 (22)2412

医療機関名 所在地 電話番号

小沼内科胃腸科クリニック
きくち内科クリニック
さいとうクリニック
高澤クリニック
図南循環器消化器科診療所
はらクリニック
みどりクリニック
みずぬまクリニック
五味渕医院
須田医院
那須脳神経外科病院
渡部医院

田崎医院

上野医院
佐藤医院

尾形クリニック

西朝日町6-42
下田野531-130
西幸町7-13
緑1-8-472
東三島3-56-30
東三島4-54-7
一区町160-1
東三島2-80-6
黒磯幸町5-12
高林1206-8
野間神沼453-14
大原間140-1

寺子丙1

小川700
小川2960-1

末広町45-3

(37)5353
(34)0678
(39)1805
(37)9901
(36)8211
(39)5232
(37)8231
(39)1581
(62)0485
(68)0006
(62)5500
(65)3535

（72)0111

(96)5151
(96)2841

(43)2230

ヒブ(Hib)予防接種費用の一部助成には、子育て支
援券(子育てチケット)を使用していただくことで積
み立てられる子育て支援基金が運用されています｡

一覧にない医療機関での接種については、各担当課までお問い合わせください

お知らせ

平成22年４月１日号17

★ヒブ(Hib)予防接種の市外医療機関については、こ
　ども課母子健康係までお問い合わせください。
　■ヒブ (Hib) 予防接種に関する問い合わせ
　　　こども課母子健康係　　　(２３)８６３４
★一覧に記載されていない医療機関で肺炎球菌予防
　接種を受けたい方は、高齢いきがい課介護予防係
　まで必ずご連絡ください。
　■肺炎球菌予防接種に関する問い合わせ
　　　高齢いきがい課介護予防係　　　(２３)８９１７
　※市外医療機関で接種する場合、接種時の自己負
　　担額が変わることがあります。



●
受
付
期
間

　

４
月
26
日（
月
）〜
４
月
30
日（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

期
間
中
都
合
の
悪
い
方
は
、
４
月
中

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所　

市
役
所
東
別
館　

１
階

　

会
議
室

●
注
意
事
項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
現
況
届
の
提
出
時
に
、
１
年
分
（
４

　

月
〜
平
成
23
年
３
月
）
の
「
す
こ
や

　

か
手
当
」
を
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
（
子

　

育
て
支
援
券
）
で
支
給
し
ま
す
。

・
添
付
書
類
の
確
認
が
必
要
な
方
は
、

　

書
類
確
認
後
に
支
給
し
ま
す
。

・
湯
津
上
支
所
・
黒
羽
支
所
で
の
受
け

　

取
り
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
こ

　

ど
も
課
子
育
て
支
援
係
ま
で
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

（
２
３
）
８
９
３
２

　

３
月
末
で
「
子
育
て
サ
ロ
ン
お
お
た

わ
ら
」
お
よ
び
「
子
育
て
サ
ロ
ン
ゆ
づ

か
み
」
が
閉
館
に
な
り
、
４
月
か
ら
、

金
田
北
地
区
公
民
館
内
に
「
子
育
て
サ

ロ
ン
か
ね
だ
」
を
開
設
し
ま
す
。

●
開
設
日
時（
子
育
て
サ
ロ
ン
か
ね
だ
）

　

毎
週
火
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午

●
内　

容　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
園
前
ま

　

で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
交
流
の

　

場
で
す
。

　

朗
読
奉
仕
員
は
、
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
に
、
文
字
な
ど
の
視
覚
情
報
を

音
声
に
よ
っ
て
伝
え
る
（
音
訳
）
活
動

を
し
ま
す
。

●
日　

時　

５
月
28
日
〜
９
月
10
日　

　

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午　

　

（
全
15
回
）

●
場　

所　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　

●
内　

容　

朗
読
の
基
本
的
な
知
識
や

　

技
術
な
ど

●
講　

師　

坂
本
清
枝　

氏

●
定　

員　

20
名

●
受
講
料　

６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
方
法　

４
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
社
）栃
木
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
　

  

０
２
８
（
６
２
５
）
４
９
９
０

●
日　

時　

４
月
18
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

●
場　

所　

市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

「
と
ち
の
葉
」
会
員
お
よ

　

び
、
同
会
に
関
心
の
あ
る
方

●
内　

容　

式
典
、
記
念
講
演
（
講
師

　

全
日
本
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
団
体

　

連
合
会
理
事
長　

高
岡　

正
氏
）

※

当
日
は
難
聴
者
の
情
報
保
障
設
置

■
問
い
合
わ
せ
（
電
話
は
夜
間
の
み
）

　

発
足
準
備
委
員
会　

磯
島

　
　
　

（
２
８
）
１
３
９
３

保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談

健康ウォーキング
日　時 場　所

４月21日(水)
9:15～11:30

内　　容
黒羽
保健センター

乳幼児健康相談
日　時 場　所

４月22日(木)
9:30～11:00

内　　容
黒羽
保健センター

・身長と体重測定
・育児相談

持ち物
親子健康手帳
(母子健康手帳)

※予約が必要ですので、事前に電話をしてください。

ストレッチとウォーキング。雨天時は室内での
ウォーキングや筋力アップ体操など

　
■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

（
２
３
）
８
９
３
２

　

４
月
か
ら
、
ゆ
づ
か
み
保
育
園
内
に

「
ゆ
づ
か
み
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
す
。

●
開
設
日
時（
各
支
援
セ
ン
タ
ー
共
通
）

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

　

午
前
の
部　

午
前
9
時
〜
正
午　
　

　

午
後
の
部　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

●
内　

容　

親
子
交
流
や
子
育
て
の
悩

　

み
に
関
す
る
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
を

　

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

（
２
３
）
８
９
３
２

■問い合わせ
　こども課母子健康係　　（23）8634

■問い合わせ
　健康政策課成人健康係　　（23）7601

　

「
す
こ
や
か
手
当
」
を
受
け
て
い
る

方
は
、
４
月
１
日
現
在
の
現
況
届
を
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は

対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
。

●
対　

象　

現
在
「
す
こ
や
か
手
当
」

　

を
受
給
し
て
い
る
方

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

初
級
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

「
す
こ
や
か
手
当
」現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

新
規
開
設
の
お
知
ら
せ

子
育
て
サ
ロ
ン
新
規
開
設
・

一
部
閉
館
の
お
知
ら
せ

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
会

「
と
ち
の
葉
」発
足
会
開
催

N N

湯津上支所

湯けむり
ふれあいの丘

湯津上支所

湯けむり
ふれあいの丘

湯津上地区
公民館
湯津上地区
公民館

市野沢小学校

金田北中学校

市野沢小学校

金田北中学校

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園内)

子育てサロンかねだ
(金田北地区公民館内)

市野沢市野沢

お知らせ
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●
主　

催　

市
民
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会

●
日　

時　

５
月
11
日
（
火
）
雨
天
決
行

　

午
前
７
時
30
分
ス
タ
ー
ト

●
場　

所　

東
那
須
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
競
技
方
法

・
18
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

・
新
ペ
リ
ア
方
式

・
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

　

ル
採
用

●
参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
、
男

　

女
は
問
い
ま
せ
ん
。

※

競
技
参
加
者
が
無
資
格
と
判
明
し
た

　

場
合
は
失
格
と
し
ま
す
。

●
定　

員　

１
８
０
名
（
申
込
先
着
順
）

●
参
加
料　

３
０
０
０
円（
申
込
時
）

●
プ
レ
ー
費　

４
５
０
０
円

※

セ
ル
フ
プ
レ
ー
で
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
、

　

諸
経
費
、
利
用
税
、
消
費
税
、
昼
食

　

代
を
含
む
。
大
会
当
日
に
お
支
払
い

　

い
た
だ
き
ま
す
。

●
表
彰
式

　

競
技
終
了
後
に
同
ク
ラ
ブ
レ
ス
ト
ラ

　

ン
で
行
わ
れ
る
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の

　

席
上
で
表
彰
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　

４
月
12
日
（
月
）
〜
５
月

　

７
日（
金
）

●
申
込
方
法

　

市
内
ゴ
ル
フ
場
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を

第
31
回
市
民
与
一
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

　

添
え
て
、
次
の
と
こ
ろ
に
直
接
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

コ
ー
ス
に
よ
り
申
し
込
み
先
が
異
な

　

り
ま
す

①
り
ん
ど
う
ス
タ
ー
ト

・
申
込
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
県

　

北
体
育
館
内
）　
　
　
　
　
　
　
　

・
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
30
分

　

４
月
12
日
（
月
）
は
午
前
10
時
〜　
　

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

②
や
ま
ゆ
り
ス
タ
ー
ト

・
申
込
場
所　

東
那
須
カ
ン
ト
リ
ー
ク

　

ラ
ブ

・
受
付
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

　

４
月
12
日
（
月
）
は
午
前
10
時
〜　
　

●
注
意
事
項

・
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
受

　

け
付
け
ま
せ
ん
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
次
回
大
会

　

第
32
回
大
会
は
、
10
月
11
日
（
月
・

　

祝
）
に
那
須
野
ケ
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

　

ラ
ブ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　

（
県
北
体
育
館
内
）

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

　

東
那
須
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

大
田
原
市
片
府
田
１
２
８
０

　
　
　

（
９
８
）
２
２
１
１

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報 ■問い合わせ
　こども課子育て支援係   　（２３）８９３２

★開設時間
　午前の部    9:00～12:00
　午後の部  13:00～16:00

子育てサロン

つどいの広場

子育て支援センター

木曜日
★休館日　４/１、４/８、４/29

火･木･金および第２土曜日
★休館日　４/23、４/29

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

名称(場所)・開設時間・内容

月･水･金および第４土曜日

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子
さんと保護者の交流の場です

就園前のお子さんと保護者が
交流を図りながら育児相談な
どを行うための場です。

★開設時間 9:00～12:00

★開設時間 9:00～14:00

親子交流の場の提供や子育ての
悩みに関する相談・適切なアド
バイスを行います　

開設曜日

月・水曜日子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

毎週  月～金曜日
★休館日　４/29

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館) 火曜日

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)

各施設の利用にあたっては､ケ
ガや事故防止のため､お子さん
から目を離さないようお願い
します｡
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今
大
会
か
ら
、
学
生
時
代
に
や
っ
て

い
た
方
や
最
近
始
め
た
方
な
ど
で
、
試

合
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
の
た
め

に
一
般
Ｂ
ク
ラ
ス
を
設
け
ま
し
た
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

４
月
29
日
（
木
・
祝
）

　

午
前
９
時
開
会

※
雨
天
予
備
日　

５
月
１
日
（
土
）

●
会　

場　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た

　

は
在
学
者
（
高
校
生
以
上
）
お
よ
び

　

市
協
会
登
録
者

●
種　

目
（
ダ
ブ
ル
ス
）

①
一
般
男
子
Ａ
（
年
齢
制
限
な
し
）

②
シ
ニ
ア
男
子
（
50
歳
以
上
）

③
一
般
男
子
Ｂ
（
年
齢
制
限
な
し
）

④
一
般
女
子
Ａ
（
年
齢
制
限
な
し
）

⑤
シ
ニ
ア
女
子
（
50
歳
以
上
）

⑥
一
般
女
子
Ｂ
（
年
齢
制
限
な
し
）

※
年
齢
は
大
会
当
日
の
満
年
齢

※
申
込
み
状
況
（
４
組
以
下
）
に
よ
っ

　

て
ク
ラ
ス
を
再
編
成
す
る
場
合
あ
り
。

●
競
技
方
法　

各
種
目
と
も
予
選
リ
ー

　

グ
後
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
ま
た

　

は
リ
ー
グ
）
を
行
う
。

●
参
加
料　

１
組
１
０
０
０
円
（
大
会

　

当
日
徴
収
）

●
申
込
方
法　

４
月
21
日
（
水
）
ま
で

　

に
、
申
込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

　

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
。
申
込

　

書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

　

体
育
協
会
専
門
部　

澤
村

　
　

０
９
０
‐
１
５
０
２
‐
３
６
５
０

●
開
設
日
時

　

５
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日

　

６
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

　

７
月
３
日
・
10
日
（
全
10
回
）

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
６
時
〜
８
時

●
場　

所　

黒
羽
体
育
館

●
対
象
者

　

市
内
在
住
の
小
学
校
３
〜
６
年
生

●
定　

員　

30
名

●
講　

師

　

市
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

●
受
講
料　

１
０
０
０
円

※
申
し
込
み
時
に
納
入
。
ス
ポ
ー
ツ
傷

　

害
保
険
料
を
含
む
。

●
申
込
方
法

・
４
月
19
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
水
）

　

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

　

分
ま
で
、
黒
羽
体
育
館
で
申
し
込
み

　

を
受
け
付
け
ま
す
。
直
接
黒
羽
体
育

　

館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け

　

ま
せ
ん
。

・
代
理
者
に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま

　

す
が
、
複
数
人
数
分
を
一
度
に
申
し

　

込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
申
込
者
が
定
員
の
半
数
に
満
た
な
い

　

場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
事
業
係

　

（
黒
羽
体
育
館
）

　
　
　

（
５
４
）
２
８
５
８

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

●
対
象
者　

こ
れ
か
ら
登
山
を
始
め
て

み
た
い
方
や
、
正
し
い
登
山
技
術
を
身

に
つ
け
た
い
方
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
方

・
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

・
左
記
活
動
に
ほ
ぼ
全
て
参
加
で
き
る
方

・
各
集
合
場
所
に
自
分
で
行
く
こ
と
が

　

で
き
る
方

●
定　

員　

20
名

●
内　

容

○
開
講
式
・
講
話

　

４
月
14
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
９
時

　

黒
羽
体
育
館
会
議
室

○
実
技
（
年
５
回
）

①
４
月
18
日
（
日
）
那
須　

茶
臼
岳

②
５
月
２
日
（
日
）
高
林　

百
村
山

③
６
月
６
日
（
日
）
関
谷　

安
戸
山

④
９
月
26
日
（
日
）
高
原
山　

剣
が
峰

⑤
10
月
31
日
（
日
）
黒
羽　

御
亭
山

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
そ
の
他　

登
山
教
室
参
加
中
の
事
故

　

は
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、
各

　

自
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

４
月
５
日
（
月
）
か
ら

　

９
日
（
金
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
・
登
山
経
験
を
記

　

入
し
、
左
記
ま
で
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
申
し
込
み
。
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
山
の
会
会
長　

木
村
俊
子

　
　

〒
３
２
４
―
０
２
４
１

　
　

大
田
原
市
黒
羽
向
町
４
４
６
‐
１

　
　
　
　

（
５
４
）
０
５
７
９

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
事
業
係
（
黒

　

羽
体
育
館
）

　
　
　

（
５
４
）
２
８
５
８

　

通
常
の
経
路
往
復
中
も
含
め
た
グ
ル

ー
プ
活
動
中
の
傷
害
事
故
お
よ
び
賠
償

責
任
を
負
う
事
故
を
補
償
す
る
、
平
成

22
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
な
ど
を
行
う

　

５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

●
受
付
期
間　

平
成
23
年
３
月
30
日

　

（
水
）
ま
で

●
保
険
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
〜
平

　

成
23
年
３
月
31
日
（
木
）

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど　

パ
ン
フ
レ
ッ

　

ト
お
よ
び
加
入
依
頼
書
は
次
の
と
こ

　

ろ
に
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

・
県
北
体
育
館
（
美
原
３
‐
２
‐
６
２
）

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

・
黒
羽
体
育
館
（
前
田
１
０
２
０
）

　
　
　

（
５
４
）
２
８
５
８

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
加
入
受
付

「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

 http://w
w
w
.sportsanzen.org

■
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
栃
木
県
支
部

　
　
　

 

０
２
８
（
６
２
２
）
７
８
７
８

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

受
講
生
募
集

初
心
者
の
た
め
の
登
山
教
室

参
加
者
募
集

第
29
回

春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

平
成
22
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加
入
の
案
内



　

大
田
原
市
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
は
、

泳
ぎ
方
や
水
中
で
楽
し
く
運
動
す
る
講

座
を
数
多
く
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
新
た
に
泳
法
講
座
で
「
フ
ィ
ン

で
ス
イ
ス
イ
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
講
期
間

　

４
月
10
日
（
土
）
〜
７
月
16
日
（
金
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
方

●
受
講
料　

１
講
座
５
０
０
円

　
（
泳
法
、リ
ズ
ム
水
泳
、水
中
運
動
講
座
）

※
入
場
料
（
使
用
料
）
は
そ
の
都
度
別

　

途
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

○
４
月
６
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
か

　

ら
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
受
付

　

を
開
始
し
ま
す
。
申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
講
座
開
講
期
間
中
の
申
し
込
み
は
、随

　

時
受
け
付
け
ま
す
。

《
泳
法
講
座
》

　

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
方
の
ク
ラ
ス

○
初
級
ク
ラ
ス
（
50
分
）

　

ま
っ
た
く
の
初
心
者
向
け
の
ク
ラ
ス
で

　

す
。
水
慣
れ
か
ら
は
じ
め
、
ク
ロ
ー

　

ル
で
25
m
完
泳
を
目
標
と
し
、
背
泳

　

ぎ
の
キ
ッ
ク
の
基
本
を
覚
え
る
ク
ラ
ス

　

で
す
。

○
中
級
ク
ラ
ス
（
50
分
）

　

ク
ロ
ー
ル
で
50
m
、背
泳
ぎ
で
25
m
完

　

泳
を
目
標
と
し
、平
泳
ぎ
の
キ
ッ
ク
の

　

基
本
を
覚
え
る
ク
ラ
ス
で
す
。

○
上
級
ク
ラ
ス（
50
分
）

　

平
泳
ぎ
で
25
ｍ
完
泳
を
目
標
と
し
、バ

　

タ
フ
ラ
イ
の
基
本
を
覚
え
る
ク
ラ
ス

　

で
す
。

○
ベ
ス
ト
ス
イ
ム（
50
分
）

　

泳
力
ア
ッ
プ
、持
久
力
ア
ッ
プ
、フ
ォ
ー

　

ム
矯
正
を
行
う
ク
ラ
ス
で
す
。種
目
は

　

日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
各
泳
法
50
ｍ
以
上
泳
げ
る
方
を
対
象

　

と
し
ま
す
。

○
フ
ィ
ン
で
ス
イ
ス
イ（
30
分
）

　

フ
ィ
ン
を
使
用
し
、し
な
や
か
な
キ
ッ

　

ク
を
身
に
つ
け
、ス
ピ
ー
ド
感
を
楽
し

　

み
ま
し
ょ
う
。

※
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
を

　

25
ｍ
以
上
泳
げ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

《
リ
ズ
ム
水
泳
講
座
》

　

泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
、
泳
ぎ
を

　

楽
し
み
た
い
方
の
ク
ラ
ス

○
リ
ズ
ム
水
泳（
60
分
・
土
曜
日
90
分
）

　

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
の
初

　

級
版
で
、音
楽
や
カ
ウ
ン
ト
に
合
わ
せ

　

て
泳
ぎ
、技
術
が
向
上
し
て
く
る
と
各

　

種
泳
法
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
泳
ぎ

　

ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
の
み
、小
学
４
年
生
か

　

ら
参
加
で
き
ま
す
。

※
ク
ロ
ー
ル
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
で
25
ｍ

　

以
上
泳
げ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

《
水
中
運
動
講
座
》

　

レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ク

　

サ
サ
イ
ズ
が
で
き
る
ク
ラ
ス

○
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
（
40
分
）

　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
基
礎
代
謝
量
を

　

高
め
、全
身
の
筋
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　

整
え
て
、理
想
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を

　

目
指
し
ま
す
。

○
み
ん
な
い
き
い
き（
45
分
）

　

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
と
い
う
水
の
特

　

性
を
生
か
し
て
、み
ん
な
で
楽
し
み
な

　

が
ら
い
き
い
き
と
体
を
鍛
え
ま
す
。

○
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ（
40
・
45
分
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、楽
し
く
ゆ
っ
く
り

　

全
身
運
動
を
行
い
ま
す
。

○
さ
よ
な
ら
腰
痛（
45
分
）

　

腰
痛
の
症
状
の
緩
和
の
た
め
の
体
操

　

や
、腰
痛
防
止
の
た
め
の
筋
力
を
つ
け

　

る
運
動
を
行
い
ま
す
。

●
注
意
事
項

○
泳
法
講
座
に
お
申
し
込
み
の
方
は
、

　
「
初
級
ク
ラ
ス
」、「
中
級
ク
ラ
ス
」、「
上

　

級
ク
ラ
ス
」、「
ベ
ス
ト
ス
イ
ム
」、「
フ
ィ

　

ン
で
ス
イ
ス
イ
」の
各
講
座
を
自
由
に

　

受
講
で
き
ま
す
。

○
水
中
運
動
講
座
に
お
申
し
込
み
の
方

　

は
、「
み
ん
な
い
き
い
き
」、「
ア
ク
ア

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」、「
さ
よ
な
ら
腰
痛
」、

　
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　

の
各
講
座
を
自
由
に
受
講
で
き
ま
す
。

○
各
講
座
に
定
員
は
あ
り
ま

　

せ
ん
が
、
参
加
者
が
多

　

数
の
場
合
、
入
場
を
制

　

限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
（
大
田
原
市
若
草
１
‐
１
４
８
０
‐
１
）

　
　
（
２
４
）
０
７
７
８

　　　　
アクアエクササイズ
10:00～10:45
中級クラス
11:00～11:50
みんないきいき
2:00～2:45

アクアエクササイズ
6:10～6:50
初級・中級クラス
7:00～7:50

　      　
上級クラス
10:00～10:50
リズム水泳
11:00～12:00
初級クラス
2:00～2:50
中級クラス
3:00～3:50
フィンでスイスイ
6:20～6:50
ベストスイム
7:00～7:50

　　  
みんないきいき
10:00～10:45

中級クラス
2:00～2:50

アンチエイジングウォーキング
6:10～6:50
初級クラス
7:00～7:50

　　
さよなら腰痛
10:00～10:45
初級クラス
11:00～11:50
リズム水泳
2:00～3:00

フィンでスイスイ
6:20～6:50
ベストスイム
7:00～7:50

　　　
アクアエクササイズ
10:00～10:45
上級クラス
11:00～11:50
リズム体操
２:00～3:30

午
前
の
部
　 

午
後
の
部
　 

夜
間
の
部

【講座スケジュール】

大
田
原
市
屋
内
温
水
プ
ー
ル

講
座
受
講
生
募
集

お知らせ

平成22年４月１日号21

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日



お知らせ

平成22年４月１日号 22

　

県
で
は
、
税
収
の
確
保
と
滞
納
額
の

圧
縮
を
図
る
た
め
、
３
月
〜
５
月
を
全

県
下
一
斉
「
市
町
村
税
滞
納
ぼ
く
滅
月

間
」
と
し
て
、
市
と
の
協
働
に
よ
り
、

徴
収
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
と
地
方
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

り
、
国
庫
補
助
負
担
金
が
削
減
さ
れ
、

そ
の
削
減
さ
れ
た
分
が
税
源
移
譲
と
し

て
地
方
税
（
県
税
・
市
町
村
税
）
で
あ

る
住
民
税
に
移
し
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
の
予
算
の
歳
入
（
収

入
）
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
大

き
く
な
り
ま
し
た
が
、
以
後
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
納
税
と
い
う
重
要
な
役
割
を

よ
り
大
き
く
担
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
国
で
は
な
く
、
納
税
者
で

あ
る
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
し

て
、
自
分
た
ち
が
住
む
市
を
支
え
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

県
や
市
で
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な

い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差

押
・
公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

差
押
財
産
を
調
査
す
る
た
め
、
滞
納

者
の
住
居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車

差
押
の
た
め
に
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
を

し
な
く
て
済
む

よ
う
に
、
皆
さ

ん
の
自
主
的
な

納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

収
税
課
徴
収
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
３

　

「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し
い
税

額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
請
求
内
容
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
正
し
い
税
額
に
減
額
さ
れ
ま

す
。

●
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間

　

原
則
と
し
て
、
確
定
申
告
書
の
提
出

　

期
限
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

○
平
成
21
年
分
の
所
得
税

　

平
成
23
年
３
月
15
日
（
火
）
ま
で

○
平
成
21
年
分
の
個
人
事
業
者
の
消
費

　

税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

平
成
23
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

　

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額

に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
修
正

申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
税
額
は
、

修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日
（
納
期

限
）
ま
で
に
延
滞
税
と
併
せ
て
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

い
た
と
き
は
、
直
ち
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
後
申
告
（
確
定

申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
）
に

よ
っ
て
納
め
る
税

額
は
、
申
告
書
を

提
出
す
る
日
（
納

期
限
）
ま
で
に
延

滞
税
と
併
せ
て
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※
延
滞
税
は
、
法
定
納
期
限
の
翌
日

　

（
平
成
21
年
分
の
所
得
税
は
３
月
16

　

日
（
火
）
）
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で

　

の
期
間
に
つ
い
て
か
か
り
ま
す
。

※
修
正
申
告
、
期
限
後
申
告
を
す
る
場

　

合
や
、
税
務
署
長
が
更
正
、
決
定
を

　

行
う
場
合
に
は
、
新
た
に
加
算
税
が

　

賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　
　
　

（
２
２
）
３
１
１
５

　
　
　

（
代
表
・
音
声
案
内
）

「
市
町
村
税
滞
納
ぼ
く
滅
月
間
」

税
の
徴
収
を
強
化
し
ま
す

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

●納税相談
　市町村税を納期限内に納めることが困難
　な方の相談を受け付けています。
●納税催告
　納期限を過ぎても納付がない方に対し、
　督促状・催告書などを送付、電話催告、
　自宅訪問、勤務先訪問を行います。
●財産調査
　滞納者の財産について、官公署、金融機
　関、保険会社、通信機関などに対して滞
　納者の財産を調査します。
●給与調査
　滞納者の給与を差し押さえるため、勤務
　先に対し給与調査を行います。
●差押処分
　不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、
　自動車などの差押を行います。差押後も
　納付されない
　場合、差押財
　産の公売・取
　立を行います。

税収確保に向けた県や市の取り組み税収確保に向けた県や市の取り組み 全
県
下
一
斉
に
取
り
組
み
ま
す

全
県
下
一
斉
に
取
り
組
み
ま
す

納
税
者
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す

納
税
者
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す

自
主
的
な
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

自
主
的
な
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

財産差押の様子



●
確
定
申
告
の
振
替
納
付
日

○
平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

　
　

４
月
22
日
（
木
）

○
平
成
21
年
分
の
個
人
事
業
者
の
消
費

　

税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

　
　

４
月
27
日
（
火
）

※
確
実
に
振
替
納
付

　

が
で
き
る
よ
う
、

　

振
替
納
付
日
の
前

　

日
ま
で
に
預
貯
金

　

の
残
高
の
確
認
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

期
限
内
に
納
付
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
や
、
振
替
口
座
の
残
高
不
足
な
ど
で

振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
定

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
金
融

機
関
（
日
本
銀
行
歳

入
代
理
店
）
ま
た
は

所
轄
の
税
務
署
の
納

税
窓
口
で
、
本
税
と

延
滞
税
を
併
せ
て
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
納
付
書
は
、
税
務
署
ま
た
は
所
轄
の

　

税
務
署
管
内
の
金
融
機
関
で
用
意
し

　

て
い
ま
す
。
金
融
機
関
に
な
い
場
合

　

に
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

●
平
成
22
年
中
の
延
滞
税
の
割
合

○
納
期
限
の
翌
日
か
ら
２
か
月
を
経
過

　

す
る
日
ま
で

　
　

年
４
・
３
％
の
割
合

○
納
期
限
の
翌
日
か
ら
２
か
月
を
経
過

　

す
る
日
の
翌
日
以
降

　
　

年
14
・
６
％
の
割
合

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
申
告
・
納

　

税
手
続
き
の
コ
ー
ナ
ー
）
で
、
簡
単

　

に
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　
　
　

（
２
２
）
３
１
１
５

　
　
　

（
代
表
・
音
声
案
内
）

　

事
業
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
土
地
区

画
整
理
法
施
行
令
第
３
条
の
規
定
に
よ

り
、
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

●
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　

４
月
６
日
（
火
）
〜
19
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

（
土
・
日
を
除
く
）

●
縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先

　

都
市
計
画
課
区
画
整
理
係
（
本
庁
舎

　

２
階
）

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
区
画
整
理
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
１
１

●
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種
（
第
１

　

類
〜
第
６
類
）
・
丙
種

●
日　

時　

６
月
13
日
（
日
）
午
前
９

　

時
集
合
、
午
前
９
時
30
分
試
験
開
始

●
場　

所　

県
立
那
須
清
峰
高
等
学
校

　

（
那
須
塩
原
市
下
永
田
６
‐
４
）

●
試
験
手
数
料

　

甲
種　

５
０
０
０
円

　

乙
種　

３
４
０
０
円

　

丙
種　

２
７
０
０
円

●
受
付
期
間　

４
月
12
日
（
月
）
〜
23

　

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
受
付
場
所　

大
田
原
地
区
広
域
消
防

　

組
合
消
防
本
部
予
防
課

●
そ
の
他　

試
験
の
電
子
申
請
（
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
）
が
で
き
る
よ
う

　

に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
、
財
団
法

　

人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

●
講
習
の
種
類　

乙
種
第
４
類
受
験
者

　

対
象

●
日　

時　

５
月
12
日
（
水
）
午
前
９

　

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
場　

所　

金
田
北
地
区
公
民
館
（
大

　

田
原
市
市
野
沢
１
９
８
８
‐
１
）

●
定　

員　

１
０
０
人

●
受
講
料　

２
０
０
０
円
（
現
金
）

●
受
付
期
間　

４
月
12
日
（
月
）
〜
23

　

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
付
場
所　

大
田
原
地
区
広
域
消
防

　

組
合
消
防
本
部
予
防
課

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

（
２
２
）
３
０
１
６

　

黒
羽
分
署

　
　
　

（
５
４
）
１
１
４
４

　

湯
津
上
分
署

　
　
　

（
９
８
）
３
２
３
５

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
後
の
施
策
立

案
に
役
立
て
る
た
め
、
毎
年
、
国
民
生

活
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
日
は
６
月
３
日
で
す
。

栃
木
県
か
ら
任
命
を
受
け
た
調
査
員
が

各
家
庭
を
直
接
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、
知
事
名
の
身
分
証
を
携

　

帯
し
て
い
ま
す
。

※
調
査
内
容
は
、
こ
の
目
的
以
外
に
は

　

使
用
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
２
２
）
２
２
５
７

　

県
健
康
増
進
課

　
　
　

０
２
８
（
６
２
３
）
３
０
９
５

振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
方
へ

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
方
へ

所
得
税
・
消
費
税
の
納
付

野
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

計
画
変
更
に
伴
う
縦
覧

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
22
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

・
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

お知らせ

平成22年４月１日号23



○訓練センターの施設・設備は、職業訓練に使用するほか、企業や地域住民
　の方々の各種催し（研修会、講習会、会議、展示会など）に貸し出します。

●申込方法　訓練センター窓口または電話でお申し込みくだ
　　　　　　さい。
●受付期間　各講座開講日の２週間前まで
　　　　　　（定員になり次第、締め切ります）
●受付時間　午前９時～午後５時（日・月曜日、祝日を除く)
※定員の1/2に満たない講座は実施しない場合があります。
■申し込み・問い合わせ
　大田原地域職業訓練センター
　　　２３－４５００
　　　２０－２１２１

受講申込方法

職業訓練センターでは、地域の皆さんを対象に次の講座を行います。
●中小企業従業員および地域住民の方を対象にした講座です

講　座　名 定員 受講料 実施予定日 開催曜日 実施時間 　　 訓練内容 　　受 講 対 象 者

パソコン入門
（土曜）
パソコン入門
（平日夜間）
ワード基礎
（土曜）
ワード基礎
（平日夜間）
ワード演習
（土曜）
ワード演習
（平日夜間）

エクセル基礎
（土曜）
エクセル基礎
（平日夜間）

エクセル演習
（土曜）

エクセル演習
（平日夜間）

パワーポイント
（土曜）

デジカメ入門
（土曜）

建築ＣＡＤ

簿記入門

理容科

美容科

竹工芸（普通科）

竹工芸（研究科）

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

 9:30～
　　15:30

18:30～
　　21:00

 9:30～
　　12:00

18:30～
　　21:00

 9:30～
　　12:00

18:30～
　　21:00

13:00～
　　15:30

18:30～
　　21:00

13:00～
　　15:30

18:30～
　　21:00

 9:30～
　　15:30

 9:30～
　　15:30

18:30～
　　21:00

18:30～
　　21:00

9:00～
　　14:00

 9:30～
　　15:00

18:30～
　　21:00

18:30～
　　21:00

マウス・キーボード
の操作方法、
Windows Vistaの基本
操作の習得

ワード2007の基礎
(基本的な文書作成、
表作成等)

ワード2007の演習

エクセル2007の基礎
(表計算、グラフ作成等)

エクセル2007の演習

パワーポイント2007
の基本的な活用法

デジカメの撮り方およびPhotoshopを
使用した簡単な画像加工と修正

ｊｗ_ｃａｄによる、
初級程度の講習

簿記の基礎

メンズカットの基本と
アレンジ等

スタイル別、パーマの
巻き方等

竹工芸の技術向上訓練

竹工芸の技術向上訓練
と指導者の育成

初めてパソコンを学ぶ方

Windowsの基本操作が
できる方   

ワードの基本操作が
できる方

Windowsの基本操作が
できる方   

エクセルの基本操作が
できる方   

Windowsの基本操作が
できる方   

Windowsの基本操作が
できる方   

地域住民の方

商業簿記３級程度

経営者および従業員の方

経営者および従業員の方

地域住民の方

地域住民の方

大田原市
総合文化会館

大田原
市役所

大田原
体育館

大田原地域
職業訓練センター 至 神明町交差点

至 那須塩原市

市
役
所
前
通
り

ベイシア

周辺略図

パ
ソ
コ
ン
講
座

至 

金
灯
籠
交
差
点

職業訓練センター平成２２年度受講生募集職業訓練センター平成２２年度受講生募集職業訓練センター平成２２年度受講生募集

3,000円

3,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

3,000円

12,000円

10,000円

12,000円

7,000円

6,000円

9,000円

9,000円

５月15日(土)

５月11日(火)・13日(木)

５月22日(土)～
　　　　７月10日(土)

５月18日(火)～
　　　　6月10日(木)

７月17日(土)～
　　　　９月11日(土）

７月13日(火)～
　　　　８月５日(木)

５月22日(土)～
　　　　７月10日(土)

６月15日(火)～
　　　　７月８日(木)

７月17日(土)～
　　　　9月11日(土)

８月19日(木)～
　　　　９月14日(火)

９月18日（土）

９月25日(土)～
　　　　10月16日(土)

６月9日(水)～
　　　　７月14日(水)

６月10日(木)～
　　　　８月19日(木)

   　　　　　　９月～10月予定
　　　　　　

　　　　   　　９月～10月予定

　　　　　　６月３日(木)～
　　　　　　　　　  平成23年３月17日(木)

６月10日(木)～
平成23年３月24日(木)

　　土曜日
　　(１回 )

　火・木曜日
　　(２回 )

　毎週土曜日
　　(８回 )

毎週火・木曜日
　　(８回 )

　毎週土曜日
　　(８回 )

毎週火・木曜日
　　(８回 )

　毎週土曜日
　　( ８回 )

毎週火・木曜日
　　(８回 )

　毎週土曜日
　　(８回 )

毎週火・木曜日
　　(８回 )

　　土曜日
　　(１回 )

　毎週土曜日
　　(４回 )

　毎週水曜日
　　(６回 )

毎週火・木曜日
　　（20回）

各月１回火曜日
　　(２回 )

各月１回火曜日
　　（２回）

　隔週木曜日
　　（20回）

　隔週木曜日
　　（20回）
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●農地を相続したときなどは、農業委員会への届け
　出が必要です。
○相続などによって農地の権利を取得した場合は、
　農業委員会へ届け出を行うことになりました。
○自ら耕作できないなどの場合は、農業委員会が貸
　し借りなどをあっせんします。

稲　
　
　
　
　
　
　
　

作

麦　
　
　
　

作

大　
　

豆

参　

考　

料　

金

そ　

ば

■問い合わせ
　農業委員会事務局　　　（２３）８７１６

●申し合わせ
①コンバイン刈り最低料金は、基本料金のマイナス20%
②形状の悪い圃場は、10a当たり1,000円割増
●営農集団などで料金を独自に定める場合は、上の表
　を参考にしてください。
●すべての農作業料金は設定していませんので、その
　他の農作業は類似作業を参考にしてください。
●農作業標準料金は消費税込みです。

（単位：円）

農作業標準料金について、下記のとおり設定しましたので、お知らせいたします。

【 平成22年度　農作業標準料金表 】

耕　起
荒　代
植　代

肥料散布

育　苗
苗 運 搬

田　植
　　
防除

コンバイン刈取

籾 運 搬
籾 乾 燥
調　整
畦畔つき
箱処理剤散布
戸揚げ玄米
耕　起
施肥播種
麦 ふ み

コンバイン刈取

運　搬
乾燥・調整
播　種
中耕・培土
選 別 機
コンバイン刈取
運　搬
播　種
コンバイン刈取
運　搬
石 抜 き
一般農作業

ヘイベイラ－

ロ－ルべ－ラ－

牧草刈り

心土破砕
反転作業

    
１０ａ
１０ａ
１０ａ

１０ａ

１箱
１箱

１０ａ

１０ａ
１０ａ

１０ａ

１０ａ
３０㎏

 
１m
１箱
３０㎏
１０ａ
１０ａ
１０ａ

１０ａ

１０ａ
２５㎏
１０ａ
１０ａ
３０㎏
１０ａ
１０ａ
１０ａ
１０ａ
１０ａ

２２．５㎏
１人１日

１梱包

１梱包

１０ａ

１アワ－
１０ａ

     
３，５００
３，０００
４，０００

１，２００

６３０
７０

５，０００

１，０００
１，５００

１４，０００

１，０００
６００

５０
２０
１１０

３，５００
３，５００
１，０００

１４，０００

１，０００
７００

３，５００
３，５００

８０
９，０００
１，０００
３，５００
９，０００
１，０００
２３０

７，０００

２５０

１，５００

２，０００
２０，０００
８，７５０
７５０

　　　　　　　　　　　
・プラウ耕　４，０００円
・準備作業は別とする。
・準備作業は別とする。
・圃場までの運搬搬入は含まず、肥料積み込み料を含む。
・１回散布１０a当たり３００㎏以内

・空箱回収を含む。
・補植、補助作業は含まない。
・側条施肥は、１，０００円割増
・農薬代は含まず。（フロアブル・ジャンボ剤を含む。）
・農薬代は含まず。１０a当たり１５０リットル基準
・結束は、３，０００円割増
・倒伏など圃場条件により１０％から３０％加算とする。
・圃場から乾燥施設まで
・乾燥のみ ３００円
・調整のみ ３００円

・農薬は含まない。

・準備作業は別とする。
・ドリルシ－ダ－による。
・トラクタ－・オペレ－タ－を含む。（機械踏み）
・結束は、３，０００円割増
・倒伏など圃場条件により１０％から３０％加算とする。
・圃場から乾燥施設まで

・作業機のみとする。

・圃場から自宅まで

・圃場から自宅まで

・８時間を基準とする。
・４５㎝×４０㎝×８０㎝基準
・運搬は別料金
・１．２m標準
・運搬は別料金、ロ－ルラッピングフィルムは別料金
・ディスクモア－による。
・コーンハーベスタ－による。
・バイブロドレ－ナ－による。
・稲わら・牧草

粉・粒剤
液剤

平成２２年度農作業標準料金平成２２年度農作業標準料金平成２２年度農作業標準料金

お知らせ
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作　業　名 単　位 金　額 備　　考



　

小口融資

設備資金

特別小口零
細企業資金

創業支援
資金

中小企業者
従業員福利
厚生資金

勤労者住宅
建設資金

　　   

○商品（材料）の仕入
　資金
○運転資金
○買掛金などの決済資金
○その他諸経費の支払

○機械・設備・車両の購入
　資金
○店舗・工場・建物などの
　新築・改築資金

  上記のすべての用途に
  利用できます

○不慮の災害
○冠婚葬祭
○子弟の教育
○疾病の療養および分娩

○住宅の新築・増改築
○分譲住宅（民間を含
　む）の購入資金
○中古住宅（550㎡以内
　の土地付きで、建築後
　12年を経過していない
　もの）の購入資金

　　   

○中小企業基本法に定める
　中小企業者であること
○市内において１年以上引
　き続き同一事業を営んで
　いること
○その経営が健全であり返
　済能力が確実であると認
　められること

上記の条件のほか
○中小企業信用保険法に定
　める小規模企業者
○信用保証協会の保証残高
　が1,250万円以下の事業者
　であること

○市内に創業しようとして
　いる個人、または企業
○市内に創業後１年未満の
　中小企業者

○市内に1年以上居住してい
　て、市内の同一事業所（雇
　用従業員が常時1人以上）
　に1年以上勤務し、年齢が
　満20歳以上の方

○事業所などに勤務し、主
　として給与所得により生
　計を営み、年齢が20歳以
　上55歳未満で同居、また
　は同居予定家族が1人以
　上ある方

   　

１件につき
500万円以内

１年度１企業
につき1,000万
円以内

用途により上記
と同じ（ただし、
１事業者につ
き1,250万円
以内）

１企業につき
500万円以内

１従業員につき
200万円以内

１件につき
500万円（増改
築は300万円）
以内

  　

３年以内　年1.7%
５年以内　年2.0%

５年以内　年2.0%
７年以内　年2.2%
10年以内　年2.5%

３年以内　年1.6%
５年以内　年1.8%

５年以内　年1.9%

５年以内　年2.3%

20年以内
利率は独立行政法
人住宅金融支援機
構と同率、ただし
労働金庫は別に定
める金利による

　

月賦返済
または
一括返済

月賦返済

月賦返済
（ボーナ
ス併用可）

個
人
は
不
要
・
企
業
は
代
表
者
の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名　
　
　
　

別
規
定
に
よ
る

【 融資一覧 】
保証人

ご
利
用
く
だ
さ
い

大
田
原
市
の
制
度
融
資

　

市
内
の
個
人
事
業
主
、
中
小
企
業
者

お
よ
び
中
小
企
業
に
勤
め
て
い
る
方
が

利
用
で
き
る
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
の 

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
大
田
原
市
で
は
中
小
零
細
企

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
事
業
資
金
の
円
滑
な
借
り
入
れ
促
進

　

市
内
の
金
融
機
関
に
融
資
の
元
本
の

　

一
部
と
な
る
資
金
を
預
託
す
る
こ
と

　

で
、
一
般
の
金
融
機
関
の
貸
付
利
率

　

よ
り
低
金
利
で
中
小
零
細
企
業
者
が

　

資
金
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

　

ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
金
利
で
融
資
を
受
け
ら

　

れ
る
た
め
、
長
期
の
設
備
資
金
な
ど

　

も
借
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
借
り
入
れ
の
際
の
経
費
負
担
軽
減

　

融
資
を
受
け
る
た
め
に
は
、
栃
木
県

　

信
用
保
証
協
会
の
公
的
保
証
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
保
証

　

に
か
か
る
保
証
料
は
市
が
全
額
補
助

　

し
て
い
ま
す
の
で
、
借
主
の
負
担
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
信
用
保
証
料
の
補
助
は
年
に

　

何
回
融
資
を
利
用
し
て
も
全
額
補
助

　

さ
れ
ま
す
。

●
借
入
利
息
の
負
担
を
軽
減

　

小
口
資
金
、
設
備
資
金
を
利
用
し
た

　

事
業
者
に
は
、
一
年
度
に
つ
き
１
回

　

の
み
利
子
補
給
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

補
助
の
金
額
は
融
資
額
の
１
％
、
ま

　

た
は
実
際
に
金
融
機
関
に
支
払
っ
た

　

利
子
額
の
ど
ち
ら
か
少
な
い
額
と
な

　

り
、
融
資
実
行
が
確
認
で
き
た
後
に

　

交
付
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
他

①
小
口
資
金
、
設
備
資
金
、
特
別
小
口

　

零
細
企
業
資
金
、
創
業
支
援
資
金
の

　

利
用
に
は
、
す
べ
て
栃
木
県
信
用
保

　

証
協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。
栃
木

　

県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が
受
け
ら

　

れ
な
い
方
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
せ
ん
。

②
大
田
原
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

　

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動

　

車
税
、
法
人
市
民
税
）
の
現
年
度
分

　

（
納
期
限
前
の
分
は
除
く
）
、
ま
た

　

は
過
年
度
分
に
滞
納
が
あ
る
方
は
制

　

度
融
資
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

せ
ん
。

●
申
し
込
み

　

市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組

　

合
、
中
央
労
働
金
庫
矢
板
支
店
（
勤

　

労
者
住
宅
建
設
資
金
の
み
）
へ
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
９

お知らせ
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制 度 名 資金の使途 融資を受ける条件 融資限度額 返済方法返済期間と利率



　　

栃
木
県
で
は
、
安
全
な
食
品
を
選
び

た
い
と
い
う
消
費
者
の
声
に
応
え
、
食

品
関
係
施
設
の
衛
生
管
理
水
準
を
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す
る
こ
と

を
目
的
に
、
ハ
サ
ッ
プ
（
危
害
分
析
重

要
管
理
点
）
方
式
を
取
り
入
れ
、
衛
生

管
理
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
食
品

関
係
施
設
を
認
証
す
る
「
栃
木
県
食
品

自
主
衛
生
管
理
認
証
制
度
（
と
ち
ぎ
ハ

サ
ッ
プ
）」
を
進
め
て
い
ま
す
。
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３
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。
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「
と
ち
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ハ
サ
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プ
」に
つ
い
て

「栃木県食品自主衛生管理認証制度」
とちぎハサップ認証マーク

お知らせ・統計

平成22年４月１日号27

火災発生時の情報をお知らせします

※ ｢交通事故｣ ｢火災・救急｣ の
　 (　)内の数字は、平成22年
　 １月からの累計です。　　

■秘書課広報広聴係
　　　(２３)８７００　

◆交通事故  ２月分

[ 救急出場件数 ]

救急車の適正利用にご協力ください

４８件
３人
６６人
３４２件

２７件
２人
３８人

 １８１件

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

０件
０件
２件
２件

３件
０件
３件
６件
０千円

６,８４３千円

◆火災・救急  ２月分
[ 火災発生件数 ]

人身事故
死　　者
負 傷 者
物件事故

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

(　　　　　　　  )

建 　 物
林 　 野
そ の 他
　 計 　
損 害 額

３７件
２６８件
１０６件
４１１件

２０件
１２１件
５８件

 １９９件

(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)
(　　　　　)

交 通
急 病
そ の 他
　 計 　

「市民の声ポスト」
を設置しています
　市に対するご意見・ご要望
などがありましたら、｢市民の
声｣ポストをご利用ください。
　平成17年10月から、本庁舎
に加え、各支所・出張所にも
設置しています。
●設置場所
・市役所本庁舎
・湯津上庁舎
・黒羽庁舎
・両郷出張所
・須賀川出張所
※投函専用の用紙が
　ポスト側面に設置
　してあります。

住民基本台帳人口＋外国人数
　男　　３７，５６８人
　女　　３８，２０８人
　計　　７５，７７６人
世帯数　２６，７０４世帯

　男　　３９，５２７人
　女　　３８，３０６人
　計　　７７，８３３人
世帯数　２７，８５３世帯

転入  166 人　転出  150 人 
出生    43 人　死亡    57 人

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
　市町村に住所を定めている者と
　して、当該市町村の住民基本台
　帳に記載されている者の数およ
　びそれらの者が構成している世
　帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

統計調査に基づく人口

２月中の異動 (住民基本台帳による )

◆人口の動き(３月１日現在)



春の特別展開催

■問い合わせ　栃木県なかがわ水遊園　　　(９８)３０５５■問い合わせ　栃木県なかがわ水遊園　　　(９８)３０５５

●開催期間　５月５日(水・祝)まで
●開園時間　午前９時30分～午後４時30分
●開催場所　展示ゾーンイベント広場

春の特別展「発掘！中禅寺湖～ようこそ天空の湖へ～」春の特別展「発掘！中禅寺湖～ようこそ天空の湖へ～」春の特別展「発掘！中禅寺湖～ようこそ天空の湖へ～」
　県内最大の湖「中禅寺湖」の歴史を紐解
きながら、湖中の豊かな生態系と周辺環境
に焦点を当て知られざる中禅寺湖の姿を紹
介します。

①中禅寺湖試食会
●日　時　①４月11日（日）ワカサギ料理
　　　　　②４月25日（日）ヒメマス料理
　　　　　ともに午前11時～
●参加料　観覧チケット

②中禅寺湖まるごとつかみ取り
●日　時　４月29日(木・祝)
　　　　　５月１日(土)～５月４日(火・祝)
　　　　　午前11時～、午後１時30分～
　　　　　★受付　午前９時30分～
●定　員　各回30名(先着順)
●参加料　1,000円
　　　　　１人２尾までつかみどり可

春の特別展関連イベント

③タイムアタック　スワンボート
●日　時　春の特別展開催期間中の土曜日・
　　　　　４月29日(木･祝)～５月５日(水･祝)
　　　　　各日とも午後１時～
●定　員　各回30組(先着順)
●参加料　１組200円
④おもしろ魚教室
　　～親子を探し!!｢マス｣クイズ～
●日　時　春の特別展開催期間中の土・日曜日
　　　　　および祝日
　　　　　午前11時20分～、午後１時25分～
●定　員　各回20名程度(先着順)
●参加料　無料
ほかにもイベント盛りだくさん！
詳しくは、ホームページをご覧ください。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

《おもしろ魚館・展示ゾーン観覧料》
・大人(高校生以上)／600円(団体:480円)
・子ども(小･中学生)／250円(団体:200円)

※団体とは、20名以上で利用する場合です。
★お得な回数券(12枚)、年間パスポートも
　発売中！詳しくはお問い合わせください。

ピノキオ会員募集中

(23)4560
開館  平　日 9:30～19:30
時間  土日祝 9:30～17:30

●日　時　４月11日(日)、４月18日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオ会員のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作など

ピノキオおはなし会

●日　時　４月10日(土)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙しばい･工作など

子どものつどい

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)2111

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

＊図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます｡
＊事前にパスワードの登録が必要ですので、図書館カウン
　ターに申請してください。

詳しくは、大田原図書館までお問い合わせください
ピノキオ会員募集中ピノキオ会員募集中

http://www.aqua.pref.tochigi.jp/

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

●日　時　４月11日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ・紙しばいなど

コアラおはなし会

4月1日～

●指定管理者の名称および所在地
　株式会社  図書館流通センター
　東京都文京区大塚３丁目ー４－７
●指定期間(５年間)
　平成22年４月１日～平成27年３月31日
■指定管理者移行に関する問い合わせ
　大田原図書館　　（２３）４５６０

市立図書館の管理運営が指定
管理者に移行しました　

図　書　館

平成22年４月１日号 28



ハーモニーホール

平成22年４月１日号29

友の会優先電話予約　　  ４月15日(木) 午前９時～
  ※電話予約のみ受け付けます。窓口での予約は行いません。

チケット発売日　　　　  ４月17日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ４月19日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●クラシックサマーシリーズ③
　　長岡京室内アンサンブル演奏会Vol.2
●クラシックサマーシリーズ③
　　長岡京室内アンサンブル演奏会Vol.2
●クラシックサマーシリーズ③
　　長岡京室内アンサンブル演奏会Vol.2

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場

チ ケ ッ ト

７月13日(火)
午後６時30分開演／大ホール
全席指定   
一般  3,000円(友の会 2,700円)
学生  2,000円

♪緻密な演奏と豊かな表現力を持つ「長岡京室内ア
ンサンブル」が、今年もハーモニーホールにやって
きます。

♪人気・実力ともにNo.1のアルパ奏者、上松美香が
ハーモニーホールで初演奏。アルパの癒しの旋律で
魅了します。

※入場は就学
　児以上とさ
　せていただ
　きます。

ハーモニーホール展新規出品者募集ハーモニーホール展新規出品者募集

チケット好評発売中チケット好評発売中
●うたもいっぱい！つくってあそぼショー●うたもいっぱい！つくってあそぼショー
日時・会場

チ ケ ッ ト

５月30日(日)／大ホール
２回公演①午後１時30分開演
　　　　②午後３時30分開演

友の会優先電話予約　　  ４月22日(木) 午前９時～
  ※電話予約のみ受け付けます。窓口での予約は行いません。

チケット発売日　　　　  ４月24日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ４月26日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●ベンチャーズ　ジャパン・ツアー2010
　
●ベンチャーズ　ジャパン・ツアー2010
　

※入場は就学児以上
　とさせていただき
　ます。

日時・会場

チ ケ ッ ト

７月23日(金)
午後６時30分開演／大ホール
全席指定   5,000円(友の会 4,500円)

【演奏予定曲目】
　♪パイプライン
　♪ダイヤモンド
　　ヘッド
　♪キャラバン ほか

長岡京室内アンサンブル

　来年１月に開催する｢第６回ハーモニーホール展｣
の新規出品者を募集します。
●開催日　平成23年1月15日(土)～1月23日(日)
●会　場　那須野が原ハーモニーホール
　　　　　第１・２ギャラリー、交流ホール(予定)
●出品点数　１人１点(出品料：無料)
●対象者　高校生以上で栃木県在住の方
●募集部門　日本画、洋画、版画、書、彫刻、工芸
●申込期間　５月10日(月)～８月31日(火)
●申込書類　新規出品申込書、作品詳細、作品写真
　※審査の結果、作品によっては展示されない場合
　　がありますのでご了承ください。
　※詳しくはホールまでお問い合わせください

※入場は3才以上とさせ
　ていただきます

全席自由 
大人  1,000円
(友の会 900円)
子ども(３才～小学生)
  500円

●上松美香アルパ・デュオ・コンサート
　　　～生まれゆく時の中で～
●上松美香アルパ・デュオ・コンサート
　　　～生まれゆく時の中で～

日時・会場

チ ケ ッ ト

５月23日(日)
午後３時開演／大ホール

全席指定 
一般  2,500円(友の会2,300円)
学生  1,500円

ベンチャーズ

うたのおねえさん・ゴロリ・ワクワクさんうたのおねえさん・ゴロリ・ワクワクさん

藤間　仁(ギター)藤間　仁(ギター)
黒岩麻衣子
(アルパ)
黒岩麻衣子
(アルパ)

写真:川村悦生

上松美香(アルパ)上松美香(アルパ)

【演奏曲目】♪ストラヴィンスキー:ミューズを率い
　るアポロ、♪チャイコフスキー:弦楽六重奏曲｢フ
　ィレンツェの思い出」ニ短調  op.70、♪サラサー
　テ:ツィゴイネルワイゼン  op.20  ほか
【出演者】森  悠子､高木和弘､佐藤一紀､谷本華子､　
　岡田鉄平､橋本  洋､東  珠子(以上Vｎ)
　増永雄記､中田美穂､成田  寛､菅  育代(以上Va)
　江口心一､小川和久､武井英哉､佐藤  禎(以上Vc)
　長谷川順子(Cb)
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係　   (23)8700 までご連絡ください。

３月11日  クレイクラフト講座
（大田原市勤労者総合福祉センター） 

市内在住の齋藤久仁子さんの指導による粘土を
使ったクレイフラワー作り。４回講座の最終回
には28名が参加。本物の葉っぱを写し取った粘
土の葉っぱ作りに苦慮しながらも、淡い色のバ
ラの花を付けてできあがった自らの作品に、満
足した表情を浮かべていました。

３月６日  大田原市将棋の集い
（大田原市ふれあいの丘  シャトーエスポワール） 
３名のプロ棋士が招かれ、野田澤彩乃女流棋士
の講演と指導対局が行われました。指導対局で
は、プロ棋士と大田原将棋愛好会会員が子ども
たち30人を相手に多面指しを行い、子どもたち
の思い切りの良い指し手にプロが考え込む場面
も。市内の子どもたちの将棋レベルは日々向上
しているようです。

３月６日  侍塚古墳「こも外し」
（湯津上地区  下侍塚古墳） 

啓蟄（けいちつ）の日恒例の行事となっている
侍塚古墳の松の木のこも外し作業。今年は侍塚
古墳松守会の会員のほか国士舘大学考古学研究
室の学生が加わり総勢約60名で行われました。
ハサミで手際良く外されたこもは１か所にまと
められ、害虫とともに焼却処分されました。

２月28日  寄せ植え教室
（道の駅那須与一の郷  研修室） 

市内外から25名が参加し、根の処理方法や土の入
れ方など、寄せ植えに関する基礎的な知識や技術
を学ぶ「寄せ植え教室」が開催されました。参加
者は、農産物直売所会員でもある高橋さんに指導
を受けながら、テーブルに並べられた色とりどり
の花を使って、かわいらしく華やかな寄せ植えを
作りました。

３月１日  サケの稚魚放流
（清水橋付近の蛇尾川）

大田原小学校の４年生85名が那珂川北部漁
業協同組合の協力を得て、サケの稚魚約２
万匹を蛇尾川に放流しました。身近な自然
に関する調べ学習の一環として行ったもの
で、児童は約７cmの稚魚の入ったバケツを
慎重に傾け、稚魚をそっと川に放すと、勢
いよく泳ぎ出す姿をうれしそうに見つめて
いました。
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